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(南辺 111∝m以上)、 面積H58置以上、棟方向はN‐ 69° ‐Wであ―る。注穴も1大きく、深さ
は9～ 52 cal、上端の径|は最大の「もので,3 cmである。前述のSE3と軸を直行させて隣接するゃ
SB5(5=掘ヨ閣曹妨  (第193図 )
調査区南錦 (B―区―粛部)にやいて絞出された大型の|―握立桂建物

―
で、多くの部分が壌乱に切ら

れる。桁行き2 FH3(西辺 91硝4、 東辺 B152五 )、 梁行き5蘭 (北辺 12‐ 64m、 南迎 12.64単 )、

面積燃約 44-ぜ、柱穴の深きは24-52 caで、棟方向はN-7ず ―Wであるぉ

SB6(o号掘笠柱建物) (第 94図〉
1調査区の1南

―
西端 (B区南画端)において検出された掘立桂建物で、南部は近世の溝S E12に

切られるとともに調査1区外に出るため、全形は拍出できない。桁行き21聞 (北迎 3.41m)、 1梁

行き2間以上 (東辺494m以上)、 面積 15鷲以上、桂穴の1燦さは7～鞘 cm、 糠方向はN一生ず
―Eであるこ
1柱床が極端に小さく (―上鶏径 17～ 30 clll)、 糠持桂が極端に外力に張

'出
すなど、今回の調査

において検出された翔主柱建物の中ではやや異質である償なお、この掘立柱建物に近接する2

つ|の LCッ トから、1弥生―土器の較片が出―上している。

__十~~十~③

第94図 SBO平面実測図 tSCale 1 1/60)
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【0区l
SE7(7号擁立様麓物) (第 Od図〉
調査区の磁ぽ中央 (G聯 騨)に 1潜いて1検出.された線立程建物で、給荷竜≧商 (西辺 9‐率
m、 東勉 .&21ul)、 1梁行き (HL辺 5,05m寸

―
爾逸‐駄醐 、�績は約 171だ、建太の諄暮13-29

cmh勅蜘―tHN―T∬ ―Wであ―且
―SB患 (8滸雛坤螂報妙

―
  鰺抑5図)

麟 の中央やや繭1鼻 夢 (C区中央)において機盛され稚か型ゅ縮望継建物である。綺宥き
1画 (西

.麹 伽翰れ、来翅 触約敵〕～簗行きワ蘭 (益迎 8.57ul、 南遡弘65x4.)、 面機憾綺 8ぜ、

替火り辮きは 18-90 cnh攘方向感IN一ピ ーWである螢

IFttI

SB9(9号禦煙瀬蕪靭期l (鋒 96図)
調査区南画部 (F区中剣 確講いて機構され齢 継建物で、.綺行き 1-関 (西迎跳Oα軌、東

逆 3,Om)、 観 書 8 FHl(北辺 6d踊 ,薦塑―Ettm)、 1面融 純 20鷲,撤 ゆ深さは9～.38
cln、 緋翡南藤N―(が

|二wでる観

抵_

!期0図 蜘 図
・
鶴歳腫:1/60J

漂懸薗麟力ゞ鱒的∞蜘
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第97図  ビット内出土遺物 (Sc』e:1/3)

d.ピ ット (P) (第 97図 )
ピット中より出土した古代に属する遺物は 1点 のみであり、このピットは掘立柱建物 として

は抽出しえなかつた。

250は掘立柱建物 SB9の 南に近接するピットより出上した土師器椀である。底部は円盤高
台であり、体部形状はゆるやかなカーブを描くことから 10世紀前半に比定される。

e.溝状遺構 (SE)

溝状遺構 S E15と S E16よ り、古代に属する遺物が検出された。また、 S E14、 S E17、

S E18、 S E19の 4条においても、遺構埋土および構造的に S E15。 16と 共通性があるため、

古代の溝状遺構として一括し、以下に詳述する。

【C・ F区】

S E14(14号溝状遺構) (第 4・ 98図 )

調査区西部 (C区中ほど西寄 り、 F区西端)に おいて、大きく西方に弧を描きながら北―南

方向に流れる溝である。断面形状は台形で、底面は平坦に近い。遺構上端の最大幅は 0.61m、

底面の最大幅は 0.44m、 深さは最大で 0.26mで ある。

【B・ C・ F区】

SE15(15号溝状遺構) (第 4・ 98・ 99図 )
調査区西部 (C区中ほど西寄 り、 F区東部、 B区南西端)を 北一南方向に流れる溝である。

断面形状は台形で、底面は平坦に近い。検出面における遺構上端の幅は最大 1.09m、 底面の最

大幅は 0.45m、 深さは最大で 0.35mで ある。

埋土中より多数の遺物が出土している。251は両黒の黒色土器椀であり、各所に稜が立つ。

252は土師器椀であり、高台内面に花弁状の圧痕が認められる。253は 円盤高台の上師器邦であ

り、全体に摩滅が激 しい。254は須恵器長頸壺の口縁部および肩部である。肩部の張 りがなく、

やや特異な形状をしている。255は 土錘、256は砥石である。256は斜め方向に深い快 りが入

り、各所に擦 り痕が見える。

251、 253と もに 9世紀後半に位置づけられる。

【BoC・ D・ F区】
S E16(16号溝状遺構 ) (第 4・ 98・ 99図 )

調査区の中ほど、やや西よりの地点 (D区西部、C区中ほど)よ り、ゆるく西方に曲がりな

がら (B区西端)流れる北一南方向の溝である。断面形状は台形で、底面は平坦に近い。北端

(D区)においては上端最大幅 2.86mと 幅広であるが、他の地点においては上端最大幅 0.91
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第99図 溝状遺構 (古代)出土遺物 (Sc』e:1/3)

mと 、他の古代に属する溝 と同じく細い。なお、北端においては二股状になる箇所があり (D

区南端 )、 一方は S E14な いしS E15に 連なるものかとも思われる。床面最大幅 0.52m、 深 さ

は最大で 0.43mである。埋土中より須恵器甕の頸部 257が出土している。

【F区】

S E17(17号 溝状遺構) (第 4図 )

調査区西部 (F区北東端)において、S E15の東に隣接 して、わずか 2mほ ど検出された溝
である。上端最大幅 0.54、 底面最大幅 0.27mで、深 さは最大 0,10mと 極めて浅い。断面形状

は台形で底面は平坦に近く、他の古代に属する溝に類似するが、出土遺物もなく、その位置づ

けは判然としない。隣接するS E15に付随するものかと考えられる。

【B区】

S E18(18号溝状遺構) (第 4・ 98図 )

調査区南部中ほど (B区南部中ほど)に おいて検出された北西一南東方向の溝で、削平によ

り 1lmほ どで収束する。断面形状は不整形であり、他の古代に属する溝 とは異質な存在である。

あるいは他の古代に属する遺構より、やや新 しい段階のものかと思われるが、遺構埋上の上半

を霧島高原スコリア火山灰 (10～ 13世紀降灰)を含有する上が占め、古代ないし中世の構築物

であることは間違いない。遺構上端の最大幅は 0.88m、 深さは最大で 0.35mである。

S E19(19号溝状遺構) (第 4図 )

調査区南西端 (B区南西端)において、近世の溝 S E12の 直下に検出された北西一南東方向

の溝である。断面形状はやや不整形ではあるが台形に近く、床面も平坦に近い。上端最大幅 0.50

m、 床面最大幅 0.19m、 深さは最大で 0.35mである。

-113-



第 4節 近世の遺構 と遺物

近世に属するものとしては、溝状遺構が 12条検出された。

a.溝状遺構 (SE)

近世の溝状遺構はいずれも 10mほ どの間隔をおいてほぼ等間隔に配 され、調査区北側 (A区 )

の 4条 (SEl～ 4)と 、調査区南側 (BoC・ F区)の 8条 (SE5～ 12)は、それぞれ並

列している。また調査区北側の SE2～ 4においては東側が、調査区中ほどの SE7・ 8に おい

ては西側がそれぞれ収束 しているが、これは遺構本来の構造ではなく、後世、削平を受けたた

めと考えられる。

遺構埋土中には弥生土器、土師器、陶磁器など、多岐にわたる遺物が含有されていた。この

ことは、これ ら溝状遺構の多くが遺物包含層を掘 り込んで構築されていることに起因するもの

であり、そのほとんどは溝の壁ないし底面 (すなわち遺物包含層)か ら混ざり込んだものであ

る。検出された遺物の中で、最も新 しい時代のものは近世の陶磁器類であり、このことから、

これらの溝状遺構は近世の構築物と判断できる。

この溝状遺構群は等間隔で並列することから、なんらかの区画割を目的としたものと考えら

れる。ただし出上した遺物 (弥生土器、土師器、陶磁器の別によらず)は、そのほとんどが摩

滅の激 しい細片であること、また溝の壁面、床面から包含層に含まれる遺物が混ざり込んでい

ることから、攪拌を起こす水の流れのあつたことが想定される。

【A区】

SEl(1号 溝状遺構) (第 4・ 101図 )

調査区北端において検出された東西方向に直線的に延びる溝である。検出面における遺構上

端の最大幅は 2.69m、 検出面から遺構底面までの深さは最大で 0,49mである。

SE2(2号 溝状遺構) (第 4・ 102図 )
SElの 南に約 7mの 間隔を空けて隣接する東西方向の溝である。遺構上端の幅は最大で

3.18m、 深さは 0.32m(最大 )、 東端において収束する。

SE3(3号 溝状遺構) (第 4図 )
SE2の 南に約 8mの 間隔を空けて隣接する東西方向の溝であり、調査区 (A区 )西壁より
14mほ どで収束する。上端の最大幅は 1.21m、 深さは最大で 0.19mである。

SE4(4号 溝状遺構) (第 4図 )
SE3の 南に約 10mの間隔を空けて隣接する東西方向の溝である。上端の最大幅は 1.55m、

深さは最大 0.21mで、調査区 (A区)西壁より 12mほ どで収東する。

SE5(5号 溝状遺構) (第 4図 )
SE4の 南に 5mほ どの間隔を空けて隣接する東西方向の溝であるが、前述の SEl～ 4の

流れに比べて、やや北西一南東方向に軸がふられており、後述の SE6～ 12と 並列関係にある。

遺構上端の最大幅は 1.69m、 深 さは最大で 0。 19mで ある。なお、西側のD区、E区では SE5

の続きが確認できていないが、これはD・ E区における削平が他の調査区よりも深 くまで及ん

でおり、すでに遺構が飛ばされてしまつているためである。
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下

第100図 溝状遺構 (近世)出土遺物 (Sctte:1/3)

【B・ C区】

SE6(6号 溝状遺構) (第 4・ 101図 )
SE5の 南に約 8mの 間隔を空けて隣接する東西方向の溝で、上端の最大幅 2.94m、 深 さは

最大で 0.57mである。中世陶磁と思しき細片が出土している。

SE7(7号 溝状遺構) (第 4・ 100・ 101図 )
SE6の 南に 10mほ どの間隔を空けて隣接する東西方向の溝で、上端の最大幅は 3.05m、 深

さは最大で 0.35mで ある。西方において三股に別れているが、これは 2本の溝が切 り合つてい

るのではなく、遺構上面が削平されたために、現状で二股状になつているものと考えられる。

埋土中より施釉陶器 258が 出土している。見込みには蛇の目釉剥ぎが施され、見込み中央に

は直線的に褐釉が施されている。

SE8(8号 溝状遺構) (第 4。 100・ 102図 )
SE7の 南に 7～ 9mの 間隔を空けて隣接する東西方向の溝で、調査区西端において収束し

ている。遺構上端の最大幅は 2.84m、 深さは最大で 0.36mである。

埋土中より出上した磁器片 259は染付碗の一部で、外面、内面ともに施文が見られる。

【B・ F区】

SE9(9号 溝状遺構) (第 4・ 102図 )
SE8の 南に 8mほ どの間隔を空けて隣接する東西方向の溝で、調査区西端において極端に

細くなりはするものの、収束はしない。上端の最大幅は 2.32m、 深 さは最大で 0.42mで ある。

時期不明の陶磁細片が出土している。

S E10(10号溝状遺構) (第 4・ 102図 )
SE9の 南に 9mの 間隔を空けて隣接する東西方向の溝で、後述の S Ellを切つて存在する。

上端の最大幅は 1,72m、 深さは最大で 0.32mで ある。

SE■ (■ 号溝状遺構) (第 4・ 102図 )

先述の S E10に 切られて存在する東西方向の溝である。上端の最大幅は推定で 1.6mほ ど、

深さは最大で 0.34mである。近世の甕片が出土している。

【B区】

S E12(12号溝状遺構) (第 4・ 102図 )
S Ellの南に 8mの間隔を空けて隣接する東西方向の溝である。古代の溝 S E19の 直上に作
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SEl

I層 表土     バラス
I層 暗褐色砂質土 硬 くしまる
Ⅲ層 暗褐色砂質土 工より砂質が強く、炭化物が含まれる
Ⅳ層 暗褐色砂質土 しまりが弱い
V層 暗褐色砂質土 Ⅲに近似するが、炭化物等は含まれない

I層  表土
Ⅱ層 明褐色砂質土
Ⅲ層 褐色砂質土
Ⅳ層 褐色砂質土
V層 明褐色砂質土
Ⅵ層 褐色砂質土
Ⅶ層 明褐色粘質土

バラス

硬くしまる

しまりなく、やわらかい

Ⅲに近似するが、自色粒子を含有する

しまりはあるが、やややわらかい

やわらかく、炭化物を含む

やわらかい

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

灰白色砂質土  硬 くしまり、砂礫を多量に含有
明黄褐色砂質土 しまりあり、砂礫を含有
暗灰色砂質土  硬 くしまり、砂礫を含有
暗灰色砂質土  黒褐色の斑が入る

灰白色砂質土  硬くしまり、砂礫を多量に含有
暗黄褐色砂質土 しまりあり、砂礫を含有
暗灰色砂質土  橙色プロックを含有

層

層

層

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

2・ 6・ 7セ クシ ョン図 (Scale:1/30)
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られており、上端の最大幅は 1.98m、 深さは最大で 0。 13mである。

第 5節 その他の遺構
a.土坑

以下に述べる8基の上坑は、遺物の出土がなく、時期、性格ともに不明のものである。

【A区】

SD3(3号 土坑) (第 104図 )
調査区北東部 (A区東端)に おいて検出された土坑である。0.67mま で掘り下げを行つたが、

以下は調査区外に出てしまうこととなるため、性格不明のまま掘り下げを断念した。

【B区】

S D19(19号 土坑) (第 103図 )
調査区南東部 (B区南東部)において、S L12を切つて存在する。平面形は不整円形で、最

大径は 1.22m、 底面の最大径は 0.75m、 検出面から底面までの深さは最大で 0。 96mである。

【C区】

S D27(27号 土坑) (第 105図 )
調査区の中ほど (C区中ほど)において検出された不整形な円形プランの上坑で、上端の最

I層 黒褐色粘質土  やわらかく、混入物多い
■層 黒褐色粘質土  硬くしまり、地山プロック少量含有
Ⅲ層 暗褐色砂質土  硬くしまり、地山プロック少量含有
Ⅳ層 暗黄褐色砂質土 硬くしまり、湿性がある
V層 黒褐色粘質土  地山ブロック多量に含有
Ⅵ層 灰白色砂質土  きわめてやわらかく、橙色プロックを含有

lln

第103図  SD19平面実測図およびセクション図 (Sc』e:1/20)
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壁

8100m

I層 黒褐色土  硬くしまる
工層 黒褐色土  やわらかく、灰色粒子を多量に含有
Ⅲ層 灰色砂質土 地血ブロック
Ⅳ層 褐色土   やややわらかく、橙色粒子を含有
V層 褐色土   硬くしまり、灰色粒子を含有

しまりあり

しまりあり

硬くしまり、鉄分を少量含有

硬くしまり、鉄分を多量に含有

硬くしまり、鉄分を少量含有

硬くしまり、鉄分含有

硬くしまり、鉄分を多量に含有

硬くしまり、地山プロック含有

0                                               1m

第104図  SD3平面実測図およびセクション図 (Scale:1/20)

褐色砂質土

暗褐色砂質土

暗褐色粘質土

灰褐色粘質土

黒褐色粘質土

黒褐色砂質土

灰白色粘質土

灰褐色粘質土

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

第105図  SD27平面実測図およびセクション図 (Sc』e:1/20)
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「 大径は 1.12m、 底面の最大径は 0.90m、 深さは最大で 0.67mである。

【F区】

S D39(39号 土坑) (第 107図 )

調査区南西部 (F区北端)に おいて検出された不整形な円形の上坑である。上端の最大径は

1.08m、 底面の最大径は 0,87m、 深さは最大で 0.09mである。

S D40(40号 土坑) (第 106図 )

調査区南西部 (F区北部)に おいて、近世の溝 SE 9に切 られて存在する。平面形は長方形

に近い楕円形で、上端の最大径は 1.13m、 底面の最大径は 1.02m、 深 さは最大で 0。22mで ある。

S D41(41号 土坑) (第 108図 )

調査区南西部 (F区北東部)において検出された円形プランの上坑で、近世の溝 SE 9に 削

平されている。上端の最大径は 1.00m、 底面の最大径は 0.78m、 深 さは最大で 0.32mで ある。

S D42(42号 土坑) (第 107図 )

調査区南西部 (F区北東部)において検出された円形プランの上坑である。上端の最大径は

0.83m、 底面の最大径は 0.46mである。

S D45(45号 土坑) (第 107図 )

調査区南西端 (F区西端、中ほど)に おいて古代の溝 SE14に切られて検出された円形プラ

ンの上坑である。上端の最大径は 086m、 底面の最大径は 0.58mである。
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表2 出上土器観察表 (弥生時代)①

番 号 器種 部位
出上位置 法 量 調 整 色調

胎 土 備 名 注記記号
遺構 層位 国径 底径 器 高 外 面 内 面 外 面 内面

甕か 底 部 包含層 5 ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
蚤211以 下の砂粒

を含有

盛面に方形のく|す SMAHC層

3 長月同壷か 日縁部～胴部 SLl 121 黄橙色 黄橙色
曇2aldl以下の砂粒
ζ多量に含有

安国寺式 J Sヽ4A03SL2 1

広 口壷か 胴部～底部 SLl 51

″タキ (3条/cn)のち

同下部および上部ノ

ケ(15条 /cm)

ハケ(15条 /m)の
ちナデ 橙色 にぶい橙色

垂211以 下の砂粒

を含有
Sヽ4A03SL2 20

6 甕 口縁部～胴部 Sと2 ケヽ (8条 /卿 )
ハケ (8条/m)の
ち胴部下半ナデ

にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
≧3BII以 下の砂粒
″含有

SヽlA03SL1 28
+29

6 小型甕 完形 SL2 15( 3 12( ミガキ ハケのちナデ 橙 色 橙 色
≧2tul以 下の砂粒

と含有
完鉢の一種か

SavIA03SL1 3(
+45+47

小型の甕か 完形 SL2 6 3 13( ケヽ (10条 /cm) 指ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
≧2m l以 下の砂ln‐

と含有
SMA03SLl Ⅲ

8 長頸壷か 打同部 SL2
ヘケ(10条 /cm)のち
ナデ

ハケ(10条 /cm)の

ら胴部下半ナデ
浅貢橙色 褐灰色

登lm以下の砂粒
を含有

SMA03SL1 31
+32

9 広 口重 日縁部～底都 SL2 13 4

胴都下半タタキ (4条
/伽 )、 他はハケ (16

条/cm)

口縁都ハケ(8条/
cm)、 胴部下半ハ

ケ(16条 /cm)、 ナ

デ、オサエ

明黄褐色 明黄褐色
≧2HI以 下の砂粒

と含有

SMA03SLl l
+50

10 小型鉢か 胴部～脚部 SL2 8 浅黄橙色 浅黄橙色
≧loul以 下の砂粒

を含有
SMA03SLl 14

11 一墾 胴都～底都 SL2 6
ハケ(8条/cm)のち
ナデ

ハケ(8粂/cl l)の
ちナデ

橙 色 橙色
二2BIl以 下の砂粒 SヽlA03SL1 51

+52+56

12 甕 口縁部 フヽ丹同菩ト SL3
胴者Бタタキ(2条/
cm)、 口Ix部ハケ(8

条/卿 )

口縁部ナデ、胴部
ハケ(3条/cm)

橙 色 橙 色
蚤lIII以 下の砂粒
を含有

牛面煤付碧
SM2B04SL5
45+48+52

13 養 日縁菩F.―月同者[ SL3 ケヽ (11条 /cnl) ハケ(11条 /cn) 浅黄橙色 浅黄橙色
至41tul以 下の砂礫
を含有

Sヽ12B04SL5
37

甕 国縁都～底部 5( 25(
タタキ(2条 /cl l)、 日
微部ナデ

胴部上半ハケ(9

条/cn)、 下半指ナ

デ
浅黄橙色 浅黄橙色

≧3alal以下の砂粒

`多

量に含有
小面煤付着

Sh/f2B04SL5
11+13+14

15 篭 国縁部―月同音[ 18
ハケ(11条 /伽 )のの

ち胴部ナデ
ハケ(11条 /cm) にぶい橙色 橙 色

玉lalal以下の砂粒

を含有
SM2B04SL5 1

16 甕 口縁吉[ヽヤ月同吉[ ＼ケ(10条 /cll) ケヽ (10条 /cm) 浅黄橙色 浅黄橙色
径211以 下の砂粒
を含有

SM2B04SL5
35

17 甕 底 部 SL3 4
ハケ(11条 /伽 )のの

ちナデ
ハケ(11条 /cl l) にぶい橙色 橙 色

≧14un以 下の砂粒

を含有

勺面に赤色顔料付

音

SM2B04SL5
74

浅鉢 日縁部～胴部 ミガキ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
登31 ol以 下の砂粒

考多量に含有

SM2B04SL5
20

浅鉢 口縁部～胴部 ミガキ ナデおよびミガキ 橙 色 橙 色
蚤lII以 下の砂粒
と多量に合有

Sヽ42B04SL5
22

浅鉢 口縁部～底部 SL3 3 107 ミガキおよびナデ ミガキおよびナデ 橙 色 橙 色
垂3m以下の砂粒
と多量に含有

SMB04SL5 4

小型二重口縁壷 口縁苫[ 91 ケヽ (12条 /cm) 黄橙色 橙色

径2aldl以下の砂粒
および赤色粒子を

多量に含有

Sヽ12B04SL5
28

直 日壷 口縁部～底部 SL3 10 11 1

]同音Fミガキ、口縁吉[
ハケ(13条 /cm)ぉょ

びナデ

1同音Fナデ、日縁音[

および頸音Бミガキ
橙 色 橙 色

径3nd以 下の砂粒

を含有

Sヽ12B04SL5
16

直 口壷 日縁音[―月同部 SL3
同部ミガキ、日縁音F

旨ナデ

口縁部ハケ(16条
/cll)

橙 色 にぶい黄桂色
蚤3mm以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ12B04SL5
21

長頸壷 月同部 SL3 ケヽ(9条 /col) ケヽ(9条/cll) 橙 色 にぶい橙色
径 lDul以 下の砂粒

を含有

SM2B04Sし 5
49

壷 胴部～底部 SL8 6 反状工具によるナデ ケヽ (7条/cra) にぶい橙色 暗黄褐色
登la n以 下の砂粒
哲含有

SM2B04SL5
36

一箆 月同部―底音[ SL3 7 ＼ケ (7条/cm)
ハケ(7条/側 )上
からミガキ

明赤褐色 明赤褐色
登2BIn以 下の砂粒

を含有
Sヽ12B04SL5

士電 舟同菩Iか ケヽ(11条 /伽 ) 橙色 暗褐色
径2al以 下の砂粒
を含有

勺石巨イこ坤泉亥」 SM2B04SL5

小型深鉢カ 胴音[―底吉【 SL3 21 浅黄橙色 橙 色
蚤1硼以下の砂粒
と含有

H」B小サイズ Sヽ12B04SL5

高杯 口縁部～脚部 SL3 ガキ ナデ にぶい責橙色 黄橙色
径2alol以 下の砂粒

を多量に含有

4方向円形透かし

子L

Sヽ42B04SL5
32

器 台 日縁部～脚部 SL3 241 片デ

ナデ ロ縁部ハケ

(H条/伽)上から
ナデ

黄橙色 橙 色
径2111以 下の砂粒
を含有

円形透かし孔 2方

向

Sヽ12B04SL5
20

31 霊 日縁部～胴部 SL4 'タ
キ (3条/cm)、 日

柔部ナデ
ナデ 褐色 淡褐色

径51un以 下の砂礫
を多量に含有

Sヽ12B04SL4
26

甕 日縁部～胴部 221 タタキおよびナデ ナデ 橙 色 黄橙色
垂3dul以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ42B04SL3・ 4

8

33 甕 底 部 51

ンタキ(底部付近に
ないてはその上から
旨オサエう

指ナデ にぶい黄橙色 褐色
径2HI以 下の砂粒
を多量に含有

SM2BSL3・ 4
16

嚢 底 都 5
'タ
キ(3条 /cn) ナデ 淡褐色 褐 色

径4m以下の砂礫
を多量に含有

Sヽ12B04SL4 1

短頸壷 口縁部～底菩ヽ 10 5

コ縁部指オサエ、胴

部上半ハケ(10条 /

n)、 胴部下半板状

こ具によるナデ

＼ケ (10条 /cm) 明褐色 淡褐色
径3m以下の砂l~
を含有

SM2B04SL4
47+69+71+S
1ヽ2B04SL3・ 4

―▲
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表3 出上土器観察表 (弥生時代)②

番 号 器種 部位
出上位置 法星 調 整 色調

月台土 備 考 注記記号
遺構 層位 口径 底径 器高 外 面 内面 外 面 内面

短頸壷 ほぼ完形 9 3 241
ンタキ (3条/cm)。 日

尿部指オサエ
オサエおよび板状
工具によるナデ

明黄褐色 明黄褐色
径2dul以 下の砂粒
を含有

一部、外面に赤色

買料付着

SM2B04SL3・ 4

37 長月同壷カ 底 部 3 ンタキ 板状工具によるサ
明褐色 掲色

径 3a l以 下の自

色、赤色柾子を含

有

SM2B04SL4

小型長頸壷 日縁部～底部 3
ケヽ(10条 /cm)のの

うミガキ

胴都下半ハケ (10

条/cm)、 胴部上半

ナデおよび指オサ
エ、日縁部ナデ

淡褐色 淡褐色
径lHl以 下の砂粒
を含有 精良

SM2B04SL4
38

二重 回縁壷 日縁部
ケヽ(6条/cm)のの

う一部ナデ

ハケ(10条 /cm)の
のち一部ナデ

褐 色 淡褐色
垂2Dul以 下の砂粒
と含有

第2日 縁に波状文

頸部にキザミ付突

帯

Sh/12304SL4
48+54

小型重 胴部～底都 (28
クヽ (10条 /cm)のの

う一部ナデ

ハケ(10条 /cm)の
のち一部ナデ

掲色 褐 色
登3mul以 下の砂粒

`多

量に合有
SA/12BSL4 35

41 深鉢 完形 SL4 9 3
ハク(10条 /cm)のの

ちナデ
ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色

差3nI以 卜の砂粒
と多量に含有

SM2B04SL4・ 5
3

浅鉢 曰縁部～胴部 ミガキか ナデか 橙 色 浅黄橙色

垂2alal以 下の砂

立、赤色粒子を多

量に含有

Sヽ江2B04SL3・ 4
11

浅鉢 完形 SL4 81 ナデ ハケ (11条 /ca) 浅黄橙色 浅黄橙色
垂lm以下の砂粒
を多量に合有

SM2304SL3 4
18

浅鉢 口縁部～底都 SL4 4 9
ハケ(11条 /cm)のち
ナデ

ハケ (11条 /c胆 ) 橙 色 浅黄橙色
蚤lu4以下の砂粒
と多量に含右

Sヽ12B04SL3・ 4

一堕 口縁音[～ 1同部 SL5 ナデ ナ テ 橙 色 橙 色
怪2Ell以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ12B04SL4・ 8
+SM2B04SL8
1+SM2B04表
+SM2B04SL
4・ 3 1

甕 完形 SL5 12 3( とO考 ナデ ナデ 橙 色 にぶい黄橙色
径lm以下の赤色
粒子を多量に含有

,M2304SL4+
)M2B04SL4・ 8

浅鉢 胴都～底部 SL5 5 ガ キ ミガキ にぶい黄橙色 橙色
径3du以 下の砂粒
を含有

SA/12B04SL4・ 8
4

浅鉢 口縁部～底封 SL5 4 9 オデか ハケ (8条/∝ ) 橙 色 橙色
径 lDlt以下の砂粒
を含有

ltr2B04SL4+
N(2B04SL4・ 8

壷 胴部～底部 SL5 ケヽ(8条 /cm) ケヽ (8条/cn) にぶい赤褐色 褐色
径211以 下の砂粒

を含有
Sh/f2304SL8 9

甕 口わ費部 オデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色
径 lHu以 下の砂粒
を含有

Sヽ12304SL8

甕 口縁部 SL6 同部ハケ (9条 /cm)、
コ縁都ナデ

ハケ(9条/cm)上
からナデ

にぶい橙色 橙 色
径lHuI以 下の砂粒
を含有

M2B04SL3 2

甕 口綴喜[ SL6 ナデか
口縁部ハケ (8条/
,n)、 胴部ナデ

橙 色 黄橙色

径3alu以 下の砂粒
および赤色粒子を

多量に含有

SM2304SL2・ 3

一堕 胴部～底部 SL6 5 板状工具によるナデ 橙 色 にぶい橙色
垂31u以 下の砂粒
と多量に含有

SM2304SL3 4

体 口縁部～底部 3 9 ミガキ
ハケ(10条 /cI)の
のちミガキ

にぶい橙色 橙 色

垂lm程度の赤色
笠子や金雲母を含

盲

Sヽ12B04SL3 5

深鉢か 胴部～底部 SL6 ミガキ 指オサエおよび指
ナデ 明赤渇色 橙 色

垂2Du以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ12B04SL3
108

墾 口縁言[ SL7 ナデ ナデ 橙 色 にぶい橙色
垂2Hu以 下の砂粒

`含

有

口唇部および突帯

イこ列′黒文
SM2B04SL9 1

甕 底部 SL7 4 タタキ (3条/cra) 指ナデ 赤褐色 赤褐色
蚤2HII以 下の砂粒

と含有

短頸壷 口縁部～底部 121 ケヽののちナデ ケヽ(9条/cm) 明赤渇色 にぶい褐色
≧2m以 下の砂粒
を含有

Sふ狂2B04SL9 2
+E

61 甕 口縁部～胴部 SL8
ハケ(10条 /cI)お よ
びナデ

ナデ 黄橙色 にぶい黄橙色
こ2m以 下の砂粒
イ参母に合若

Sヽ12B04SL7
15

蓬 底音[ 6 指ナデ 橙色 褐 色
蚤lEI以 下の秒粒
と多量に含有

Sヽ12B04SL7
18

高邦 脚柱部 SL8 ミガキ 浅黄橙色 浅黄橙色
垂ltul以下の砂粒
と含有

Sヽ12B04SL7

〓董 月同音[―底音[ SL8
'ヽケ(10条 /cll)の 上
,ちナデ

反状工具によるナ
にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

至2BII以 下の砂粒
ど多量に合有

Sヽ12304SLX
ll

甕 日縁音[―月同部 SL9 21
タタキ (3条 /卿 )、 日

録部ナデ

'ヽケ(7条/cll)、 日
尿都ナデ

にぶい橙色 にぶい橙色
≧3DI以 下の砂粒
を含有

SM2B04SL6
J0

甕 口縁部～胴部 SL9 20 1
'ヽケ(7条 /cll)の の

う口縁部ナデ

ハケ(7条/cD)の
のち口縁部ナデ

橙 色 にぶい赤褐色
垂31ul以 下の砂粒
子多量に含有

Sふ江2B04SL6

甕 底 部 SL9 5 タタキ (4条/cn) 指ナデ にぶい橙色 褐色
垂lall以 下の砂粒
と含有

3M2B04SLX

深鉢か 底普[ SL9 4 旨ナデ ハケ(18条 /cn) 浅貢橙色 暗褐色
垂lHII以 下の砂粒

と含有

Sヽ12B04SLX

70 高不 脚柱部 SL9 ミガキ ナ デ 橙 色 褐 色
壬lltu l以下の砂粒

r含有

3ヽ12304SL6

71 脚付鉢か 脚 部 12 ナデか ナデか 橙 色 橙 色
≧3HI以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ12B04SL7 1

72 浅鉢 口縁部～底菩F 4 7 橙 色 橙 色
曇2Hl以 下の砂粒
と多量に含有

1ヽ2B04SL6・ 7

73 小型壷 胴部～底部 SL9 オデか
指オサエおよびナ

デか
にぶい橙色 橙色

径2Ell以 下の砂粒
を多量に含有

Sヽr2B04SL6
12



表4 出土土器観察表 (弥生時代)③

番 号 器 種 部位

出上位置 法 量 調整 色調
胎 土 備考 注記記号

遺構 層位 日径 底 径 器 高 外 面 内面 外面 内面

小型重 1同音Б―底部
旨ナデおよび指オリ 指ナデおよび指オ

サエ
にぶい橙色 にぶい褐色

垂2HI以 下の砂粒

`含

有

SM2B04SL6
10

甕 完形 SL10 16」 31
コ縁部、底都ナデ、
同部タタキ(4条/cn)

板状工具によるナ
にぶい橙色 橙 色

垂3at以 下の砂粒

`多

量に含有

SM2B04SL2
60

甕 日縁音[―月同音f SL10 片デ
板上工具によるナ

浅黄橙色 浅黄橙色
径3Eul以 下の砂 lh‐
を多量に含有

Sヽ42B04SL2
4+70

甕 底 部 SL10 5 ンタキ(4条 /cn) ナデ 橙 色 暗褐色
垂2all以 下の砂粒

と含有

Sヽ12B04SL2
64

二重回縁壷 口縁喜F SL10 17 片デ ナデ にぶい橙色 橙 色
垂lHul以 下の赤色
笠子を多量に含有

朴面に波状文及び

眸管文
Sヽ42B04SL2

79 壷 日縁部 SL10 18 戻状工具によるナデ ナデ 橙 色 黄橙色
垂2Dul以 下の砂粒

を含有
外面に波状文

Sヽ12B04SL2
59

鉢 口縁訃～月同音| SL10 12 たデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
径2Hl以 下の砂粒
を含有

SM2B04SL2
39

壷 況同言[ SLll ＼ケののちナデわ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色
≧5al l以下の砂粒

と多量に合有
83と 同一個体か

Sヽ12B04SLl
34+35

一璽 冴同音Ь SLll ナデ ケヽ (10条 /cl) にぶい黄橙色 にぶい橙色
径5HI以 下の砂粒

を多量に含有
82と 同一個体か

SM2B04SLl
52+SM2B04Sた
2 14+26+62
+73

奄 日縁部 SLll 17
日縁部ナデ、胴部タ

タキ(4条/cI)

ハケ(8条/cr l)の
のムナデ

橙色 橙 色
蚤2alE以 下の砂粒

を多量に合有
SM2B04SLl

甕 底 部 SLll 6 . ンタキ (6条/cm)
ハケ(10条 /cn)の
上から指ナデ

にぶい黄橙色 にぶい橙色
径 lEul以 下の砂 l~
を含有

底面にもタタキ
SM2B04SLl
12

甕か 底部 SLll 3 1 ナテ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
径3aul以 下の砂粒

を含有
ほめてイヽ型

Sヽ12B04SLl・ 2
5

高不 郷部 SLll
ヘケ(10条 /col)の 上

,ちミガキ
ミガキ 橙色 明赤褐色

径2EI以 下の砂粒

を含有

Sヽ12B04SL2
63+SM2B04SI
l・ 2 2+3+5

高郷 脚 部 SLll ガキ ケヽ (12条 /cI) 明赤褐色 明赤褐色
径lEIl以 下の砂泣

を含有 精良

SM2B04SLユ
41

甕 口縁部 Sと12 ″タキ (5条 /cl l) ナデ 橙 色 明黄褐色
径2m以 下の砂粒
を含有

Sヽ12B04SLll
16+SM2B04SI
ll 13

甕 底 部 SL12 5 デ、指オサエ ケヽ(10条 /cm) にぶい褐色 にぶい褐色
至2m以 下の砂粒
〕含有

2B04SL12

小型壷 胴部～底部 SL12 ミガキ
ハケ(10条 /cm)の
のちナデ

橙 色 橙 色
≧2dull以 下の砂粒

と多量に含有

SM2B04Sと 11

直 口壷 口縁部～底部 SL12 4 13 ガ キ ハケ(9条/側 ) 橙 色 橙 色
垂llul以下の砂粒
と含有

卜42B04SLll
l+32+35+3

重 口縁部～底部 SL12 不明 不 明 褐灰色 にぶい橙色
を成時に押しつぶ

れゝ、ゆがみ大き�

SM2304SLll
20

深鉢 ほぼ完形 SL12 12 5 121 ケヽ (8条/cll)
日縁部ハケ(8条/
狐)、 胴都指ナデ

浅黄橙色 浅黄橙色

壬1噸以下の砂粒

と多量に含有 精

SM2B04SLll
2+Sヽ12B04SL
11

器 台 日縁部～脚部 SL12 16 12 ケヽ(9条/cll) 言ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
二2Dl以 下の砂粒

多́量に含有

Sヽ12B04SLlユ
」7

器 台 脚柱部 SL12 ＼ケ(10条 /cll) オデ 橙 色 橙 色
垂2all以 下の砂粒
を多量に含有

コ陰系
SM2B04Sし 12
14

一堕 SL13 ケヽののちナテ ハクののちナデ 橙色 明桂色
垂lll以下の砂粒

含́有
小面重弧文線刻 Sヽ12B04SL10

一璽 月同音Б SL13 七オサエ 橙 色 赤褐色
垂2Hul以 下の砂粒
を含有

Sヽ12B04SL10
1

養 底部 SL13 7 タタキ (4条 /cm) ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
≧2dul以 下の砂粒

`含

有

SM2B04SL10ツ
クラン

深鉢 口縁部～底音| SDl 15 4 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
至2E l以 下の砂粒

r含有
口縁部沈線2条 SMA03SDlⅣ

甕 日縁音[―月同音[ SDl ケヽ (5条 /cl l) ナデか 浅黄橙色 浅黄橙色
垂3Eul以 下の砂粒

を多量に含有
SMA03SDlⅣ

甕 口縁部～底音「 SDl Ⅶ
ハケ(10条 /cm)のち

ナデ

ハケ(10条 /cI)の
ちナデ

橙色 橙 色
垂21 ol以下の砂粒

子含有
Sヽ4A03SDlM

重 口縁部 SD6 にぶい橙色 にぶい橙色
垂2剛以下の砂粒
と多量に合有

SM2B04SD6

甕 口縁言卜 SD7 271 ＼ケ (8条 /cm)
ハケ(8条/cln)の
のちナデ

にぶい桂色 にぶい橙色
垂lald以 下の砂粒

を含有
SM2B04SD8

中型甕 口縁音[～拐却苗 SD7 IX 21

全面タタキ(5条
/cm)の のち、日縁剖

指頭圧およびナデ、

底部ナデ

胴部上部板状工

具によるナデ 他
はナデおよび指露
庄

黄橙色 浅黄橙色
登2m以下の砂粒
と多量に含有

SM2B04SD81X

甕 口縁部～底苛 SD7 IX タタキ(4条/cm)日
縁執十デ

ハケ(10条 /cm)
日縁都ナデ

浅黄橙色 にぶい橙色
径2atI以 下の砂粒

を含有

SMB04SD8Ⅷ・
Ⅸ

壷 Л同音[―底音[ SD7 IX 6 板状工具によるナデ
板状工具によるナ

橙色 橙 色
垂3Hul以 下の砂粒

とまばらに含む
Sヽ12B04SD8Ⅸ

二重 回縁壷 完 形 SD7 Xふ′ (123 3 21 片デ P」ゝ ナデか 浅黄橙色 浅黄橙色
径2DI以 下の砂粒

を多量に含有

二久口縁外面に波
伏文

SM2B04SD8X

高邪 ヨ縁部～脚柱音 SD7 Ⅸ ガ キ ナデ 明赤褐色 橙 色
径211以 下の砂粒

を含有 精良
SM2B04SD8Ⅸ
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表5 出土土器観察表 (弥生時代)④

ID(

Ⅲ

,IX

,X

蛋号 器種 音L位
出上位置 法量 調 整 色調

月台土 備 考 注記記号
遺 構 層位 口径 底 径 器 高 外 面 内面 外 面 内面

110 小型壷 完 形 SD7 Ⅸ 2 13
ケヽ(9条/cm)の の
うナデ

口縁部ハケ 月同部
ナデおよび指頭獅

圧

淡橙色 橙 色
≧3Dld以 下の砂粒

と含有
兒成やや不良 SM2B04SD8Ⅸ

小型壷 ほぼ完形 SD7 XⅢ (74 4 7 オブ ナデ 橙 色 橙色
二lD ld以下の砂粒

ォ含む 精良

SM2B04SD8X
Ш

112 短頸壷 ほぼ完形 SD7 X Il (182
同部中位丁寧なナ
デ、それ以外はミガ
■

ナデ 淡橙色 橙 色
≧21 ol以下の砂粒

ォ多量に含有

SM2B04SD8X
皿

114 広 日壷 口縁部～底音F SD9 XⅡ 10 と7
′＼ケ (10条 /伽 )のの

ち一部ナデ
ハケ(10条 /cm) 浅黄橙色 橙色

≧3m以下の砂粒
オ多量に含有

ミに十字線刻 一

部外面赤色顔料房

学

SM2B04SD10
XI

二重 口縁重 日縁著[ SD9 15 ケヽ (8条/cm) ハケ (8条/cI) 浅黄橙色 淡橙色
垂21ac以 下の砂l~

r多量に含有
有2日 縁に波状文

SM2B04SD10
XⅡ

甕 口縁部 SD9 V ケヽ (14条 /cI) ナデ にぶい橙色 にぶい橙色

るlm以下の砂粒
6よび赤色粒子を

針有

SM2B04SD10

養 ほぼ完形 SD12 Ⅵ と9 3 タタキ(5条/cm) にぶい褐色 にぶい褐色
≧lHul以 下の砂粒

を含有

SM2B04SD9 V
+SM2B04SD9
Ⅶ

甕 底 部 SD12 3 タタキ(4条 /cm) 橙 色 にぶい橙色
τ含有

3M2B04SD9

藁 胴部～底都 SD12 M 6 ケヽ (8条/cn)
'ヽケ(8条/cm)の
つちナデ にぶい橙色 暗黄褐色

垂211d以 下の砂粒

含́有
SM2B04SD9Ⅵ

士望 ほぼ完形 SD12 13] 247 ケヽ
.ヽク、ナデ、糟オ

けェ 浅黄橙色 浅美橙色
垂2Dll以 下の砂粒
を含有

SM2B04SD9Ⅷ

広 口重 完形 SD12 2 227 ケヽ (11条 /cl l)

口縁都および肩剖

指オサエ、底部指
ナデ、胴部ハケ

(H条 /cln)

浅黄橙色 浅黄橙色
≧2dlll以下の砂粒

を多量に合有
SM2B04SD9Ⅷ

深 鉢 胴部～底部 SD13 6 ミガキ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
蚤2硼以下の砂粒
子多量に含有

SM2B04SD19

甕 口縁部～胴部 SD14
ハケ(5条/cm)日 続
部ナデ

ハケ(5本/ca)の
のち胴部下半ナラ

淡褐色 淡褐色
垂lDul以 下の砂粒

`含

有
SM2B04SDll

深 鉢 日縁音[～月同音「 SD14 ナデ
ハケ (13条 /cln)
日縁部ナデ

掲色 明褐色
登21 ol以下の砂粒

`含

む
日縁部に沈線2条 Sヽ12B04SDll

深鉢 ほぼ完形 SD14 7 ナデカ 板状工具によるナ
デか

淡褐色 褐 色
垂lma以下の砂粒

を含む
Sヽ12B04SDll

甕 口縁吉[ SD15 掲色 掲色
径 lHL4以 下の砂粒

を含有
SM2B04SD5

一堕 口縁部 SD15 Ⅳ ミガキ ナデ 黄褐色 黄褐色
垂2aun以 下の砂粒

を含有
尤線3条 SM2B04SD5Ⅳ

甕 口縁部 SD16 I

悧部ハク(9条/卿 )、
日縁部ナデ

ナデ にぶい褐色 にぶい褐色
笠を多量に含有

3M2B04SD3 1

甕 口縁部―月同
=「

SD16 ハケ(10条 /cm) ケヽのちナデ 笹色 橙 色
径14ul以 下の砂粒

を多量に含有
「下城式」 ,4v12B04SD3WI

甕 口縁音[^ヤ月同吉十 SD16 Ⅵ
胴部ハケ(7条/cm)、
口縁部ナデ

ケヽ(7条/cn) にぶい橙色 にぶい橙色
堡2alm以 下の砂粒

と多量に含有
阿部突帯3条 )M2B04SD3Ⅵ

131 甕 口縁著[ SD16 Ⅶ ナデ 指オサエ にぶい橙色 明赤褐色
径2nt以下の砂粒

を含有
「下城式」 Sヽ12B04SD3�駈

重 底 都 SD16 7 ケヽ(6条/cm) ナデ 橙色 橙色
径511以 下の砂粒

を多量に含有

5M2B04SD8
(1・ XI

甕 底 部 SD16 ケヽ(8条/cm) ナデ 橙色 にぶい橙色
径 llllo以下の砂粒

を含有

SM2B04SD3
(I・ XⅡ

高郵 脚柱部～脚部 SD16 Ⅸ ガキか ケヽおよびナデ tQk色 橙色

径lm以下の砂粒
および赤色粒子を

多量に含有

SM2B04SD3Ⅸ

弩 口縁音[―月同音| SD17
ヘケのちナデおよび
灰状工具によるナデ

ナデ 暗褐色 褐色
径llua以 下の砂粒
を含む

口縁部にキザミの

入つた突帯 1条 ク

帯直下に沈線

SM2B04SD13
V

獲 底 部 SD17 8 オデか ナデか 淡褐色 褐色
径211u l以下の砂粒

を多量に含有

底部J同都の境に
無文突帯

Sヽ42B04SD13

甕 底音L SD17 I 5 ケヽ (8条/cm) ハケののちナデ 淡褐色 褐色
径lat以 下の砂粒

を多量に含有

SM2B04SD13
1

有孔鉢 底 部 SD17 ケヽ(8条/cm) ナデか 淡褐色 赤褐色
径3硼以下の砂粒

を多量に含有

底に径 1 3cmほ ど¢

/ヽ予
SM2B04SD13

短頸重 ほぼ完形 SD18 6
一部板状工具による

ナデ
ハケ (8条/ral) 淡褐色 褐 色

径3m以 下の砂粒
を多量に含有

SM2B04SD4

140 短頸壷 完形 SD18 X I] 7 ケヽカ ハケ(7条/cm) 褐 色 褐 色

径 211以 下の砂粒

及び径 2HII以 下の

赤色粒子を含有

SM2B04SD41X

小型深鉢 月同音「 SD18 Ⅸ 戻状工具によるナデ ハケ(7条/cl l) 淡黄褐色 淡褐色
垂3Hu以 下の砂粒
と多量に含有

Sヽ42B04SD41k

甕 底部 SD18 Ⅸ 61 1同部タタキ ナデ 褐 色 褐 色
垂3mld以 下の砂粒

r含有

ミ部側面において

ぅタタキが施される
SM2B04SD4Ⅸ

壷 胴部～底部 SD18 Ⅸ 5 ケヽののちナデ ナデ 淡褐色 褐 色
蚤2aI以 下の砂粒

を含有
SM2B04SD4Ⅸ

二重口縁壷 口縁音L SD18 Ⅵ 14
ハケ (7条/cII)の ち
一部ナデ

ナデおよび指オサ
淡褐色 褐 色

≧81 ol以下の砂粒

`多

量に含有

幕2口 縁に波状文

買吉[1こ突帯
SM2B04SD4Ⅵ

壷 底 部 SD18 Ⅸ 9( タタキ ＼クののちナデ 淡褐色 褐 色
壬3Dul以 下の砂粒
と含有

SM2B04SD4区
,D(
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表6 出上土器観察表 (弥生時代)⑤

番
=

器 種 部位

出土位置 法 量 調整 色調
胎 土 備 考 注記記号

遺構 層位 日径 底径 器 高 外 面 内面 外面 内面

小型直日壷 日縁～胴部 SD18 6〔 ナデおよび指オサエ
ナデおよび指オサ

淡褐色 淡褐色
垂3dul以 下の砂 l‐

を含有
SM2B04SD4

革日縁壷 完形 SD20 Ⅷ 4 25 1

打H部ナナメノヽクのち
指ナデ ロ縁都指オ

サエおよび指ナデ

IH部一部板状工

具ナデ痕 日縁部

板状工具による横

ナデ

浅黄橙色 浅黄橙色
を多量に含有

全体に摩滅激しい
SM2B04SD12
XⅢ

甕 口縁吉[―月同音| SD20 I タタキ (3条/cm)
板上工具によるナ

橙色 淡褐色
垂31 ol以下の砂粒

`多

量に含有
牛面媒付着

SM2B04SD12
I

甕 底 部 SD20 ケヽ (5条/側 ) ケヽ (5条 /cn) 淡褐色 黄褐色
径211以 下の砂粒

を含有
Sヽ12B04SD12

長胴壷 口縁部～底音| SD21 V 17 6 ナデ 橙色 橙色
登2alol以下の砂粒

を含有
全体に摩滅激しヽ

3M2B04SD18
V

短頸壷 日縁部～底罰 SD21 V 7 31
同部ハケ(10条 /
胆)、 肩部以上ナデ

ナデ、底部付近ノ

ケ(10条 /cm)
赤褐色 赤褐色

径2Eld以 下の砂粒

を合有

外面、内面赤色顔

料付着 肩部外面

に3条の沈線

Sヽ42B04SD18
V

長頸壷 口緻部～底部 SD21 V 3 ガキおよびナデ
ナデおよび指オサ

淡褐色 黄褐色
径2all l以下の砂糀
″合有

頸部に突帯が巡る
Sヽ42B04SD18
V

壷 SD21 V ガキ ケヽのちナデか 橙色 浅黄橙色
径2aL以 下の秒粒

を含有
δの字状の重秋文

SM2B04SD18
V

高坪 口縁音Fs―脚音| SD21 V ＼ケ (10条 /cI)

不受都ハケ(10条
/cm)、 国縁部ナ

デ、脚都指オサエ
黄橙色 橙色

径2111以 下の砂粒
を多量に含有

Sヽr2B04SD18
V

小型甕 日縁都～底割 SD21 V 131 ナデ ナデ 橙 色 橙 色
径2dul以 下の砂粒
を含有

Sヽr2B04SD18
V

甕 日縁音[―底音| SD21 ヘケ (11条 /cn) ハケ (11条 /cI) 灰黄色 褐灰色
径 31 ol以 下の砂粒

を含有

SM2B04SD18
V

器台か 口縁部 SD22
ハケ(11条 /c正 )およ
びナデ

ハケ(11条 /cm)お
よびナデ

橙 色 橙色
径5Hu以 下の砂粒
を含有

波状文および維位
の粘土組2条

Sヽ42B04SD17
V

甕 日縁部 SD22 V
ハケ(7条/cm)のの
ちナデ

ナデ 橙 色 にぶい黄橙色
径 14ull以下の砂粒

を含有

SM2B04SD17

士霊 口縁部 SD22 V .ヽ

ケ (6条/cm) ハケ(6条 /cll) 浅黄橙色 浅黄桂色
径 3Hun以 下の砂粒 Sh/12B04SD17

V

壷 胴部～ 日縁ヨ SD22 V 3 ケヽ(14条 /el l)か 指ナデ にぶい黄橙色 橙色
径2uu以 下の砂粒

を多量に合有

Sヽ12B04SD17
V

〓臣 胴部～底部 SD22 3 ミガキおよびナデ
ハケ (6条/cm)お J

び指オサエ
にぶい黄橙色 浅黄橙色

径 31u以 下の砂 粒
矛合 右

外面M字状線亥1
SA/12B04SD17
Ⅳ

脚付壷 胴部～脚部 SD22 V
ハケ(11条 /cm)のの
ちナデ

ハケ(11条 /cl l)の
のちナデ

にぶい橙色 にぶい橙色
径2HIl以 下の砂粒

を含有

Sヽ12B04SD17
Ⅳ

〓堕 底部 SD22 V 6 ケヽ(6条/cm) ナデ 浅黄橙色 褐色
径 5DI以 下の小礫

を多量に含有

SM2B04SD17
Ⅳ

質 底 部 SD22 V 5 ナデ 黄褐色 黄褐色
径4硼以下の砂礫 SM2B04SD17

V

甕 日縁吉[― 月同音[ SD23 ケヽ(9条/cn) ハケ(9条/cn) 橙 色 にぶい黄橙色
径3HI以 下の砂粒

を多量に合有

SM2B04SD16
Ⅸ

養 口縁都～胴都 SD24 Ⅳ 同都ハケ(16条 /cl l) ハケののちナデ 淡橙色 橙色
匿5Dll以 下の砂粒

と多量に含有

SM2B04SD15
Ⅳ

167 甕 日縁部～胴部 SD24 Ⅳ ケヽ (8条 /c皿 ) ハケ (8条 /cn) 浅貢橙色 橙 色
蚤3alI以 下の砂粒
を多量に含有

■面煤付着 SM2B04SD15

養 口縁部～胴部 SD24 ケヽ (8条/伽 ) ハケ (8条 /cI) 橙 色 橙 色
≧3ol l以下の砂粒

と多量に含有
十面煤付着 Sヽ12B04SD15

壷か 回縁部 SD24 IV ケヽの上からナデ ハケの上からナデ 橙色 橙色
壬2Hul以 下 の砂 粒
孝合 若

170と 同一個体か
Sヽ12B04SD15
Ⅳ

士質 胴部 SD24
同部下半ハケ(14条
■m)の上からナデ、
と半タタキ(4条/cn)

ケヽ (14条 /cI) にぶい橙色 にぶい橙色
曇2alal以 下の砂粒

`含

有
169と 同一個体か Sヽ項2B04SD15

浅鉢 口縁部～底部 SD24 Ⅳ 3 ガキ ミガキ 橙 色 橙 色
垂21 ol以 下の砂粒

″多畳に合有

SM2B04SD15

浅鉢 口縁都～胴都 SD24 Ⅳ ミガキ 橙 色 にぶい橙色
蚤3m以 下の砂粒
と多量に含有

口縁部に3条の沈
繰

SM2804SD15
Ⅳ

篭 口縁部～底部 SD26 6 31( ＼ケ(6条/cm) ナデ 灰褐色 橙 色
垂3alt以 下の砂粒

と多量に含有
Sヽ12C04SD7

174 高郵 杯部 SD28 V (359 ≧部ミガキ、口縁部
片デ

ミガキおよびナデ にぶい黄橙色 橙 色
二lall以下の砂粒

を含有 精良

口縁部外面に鋸歯

状文
Sヽ12C04SD2V

t75 高必 杯部～脚部 SD28 即柱部ミガキ、イ部
片デか

即都ハケ (9本/
,m)

橙 色 にぶい橙色
至2Eul以 下の砂粒

を多量に含有

岬柱部に三方向、

岬柱部潮却部の境
こ四方向円形透か

ン子L

SM2C04SD2

二重 口縁壷 日縁部 SD28 Ⅲ 15 ケヽののちナデか ナデか 橙色 貢橙色
至2aul以 下の砂粒

を含有

第2日 縁に沈線2

条
SM2C04SD2Ⅲ

177 小型甕 胴都～底部 SD28 XI 3 ＼クののちナデ ナデおよびハケ 灰 白色 灰黄色
垂lHIIl以下の砂粒

ど含有 精良
SM2CSD2X I

甕 日縁音眸ヤ】同言| SD28 ンタキ ナデ にぶい橙色 橙 色
登511以 下の砂礫

と含有
外面に媒付着 SM2C04SD2

179 広 口壷 口縁部～底部 SD28 な 221

衰部近くナデ、胴部

下半タタキ(4本/
m)、 胴部上半ハケ

(9本 /cm)

ハケ (5本/cm)、 ナ
性色 橙 色

径2Ha以 下の砂粒

を多量に含有
全体に摩滅激しい SM2C04SD2

甕 日縁音[ SD30 (187 ンタキ ハケ にぶい橙色 浅黄橙色
径5aul以 下の砂礫

を多量に含有
外面に煤付着 SM2C04SD4

高郷 口縁部～脚吉【 SD30 (185 11 (125
ケヽ(11条 /cm)の ¢

らミガキ
ナデか にぶい黄褐色 にぶい黄褐色

径2硼以下の砂粒
を多量に含有

方向に円形の透
しヽ子L

SM2C04SD4

再
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表7 出土土器観察表 (弥生時代)⑥

番 号 器 種 都位
出上位置 法 量 調整 色調

月台土 備 考 注記記号
遺構 層位 口径 底径 器 高 外面 内面 外面 内面

高イ 脚柱都～脚部 SD30 17 クヽのちナデ ケヽのちナデか 浅責橙色 浅黄橙色
壬lIII以 下の砂粒

と含む

〕方向に円形の透
卜し子L

Sav12C04SD4

単口縁壷 日縁部～胴部 SD30 (146 (155 全面ミガキ ナデ にぶい橙色 褐灰色
垂3alol以下の砂粒
ど多量に含有

全体に摩滅激しい SM2C04SD4

甕 完形 SD31 4 244 ケヽののちナデ クヽののちナデ 橙 色 明赤褐色
垂2岬以下の砂粒

`多

量に含有
SM2C04SD5

小型壷 胴部～底部 SD31 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
垂24ul以 下の砂粒
と含有

SM2C04SD5

長頸壷 口縁部～胴部 SD31
ハケ(7条/cl)のの

ち一部ナデ

ハケ(7条/℃m)お d

びナデ
橙 色 橙 色

垂ll ol以下の砂粒

と含有 精良

朴面胴部上半に弧

泉3本線刻
SM2C04SD5

短頸重 口縁部～胴部 SD32 ナデか ナデ 橙 色 浅黄橙色
垂lm以下の砂粒
と多量に含有

SM2C04SD6

二重口縁壷 国縁音[ SD32 ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色
垂2alol以下の砂粒
を含有

ホ面に波状文 SM2C04SD6

二重 国縁壷 口縁音[ SD32 にぶい橙色 浅黄橙色

至2111以 下の砂粒

8よび赤色粒子を

書有

外面に線亥」の波状
文

SM2C04SD6

小型壷 胴部～底部 SD32 21 橙 色 明赤褐色
垂ll ol以下の砂粒
を含有

SM2C04SD6

短頸壷 完形 SD33 Xl 14 6( 29( ケヽ (9条 /fm) 指ナデ 橙 色 暗赤褐色
蚤21ul以 下の砂粒
を多量に含有

小面底近く3条沈

泉 底面T字状沈
寵

SM2C04SD12

単日縁壷 完形 SD33 Xl 11 5 28(

ほぼ全面にわたリハ
ケ(9条/cm)月同部
下半はハケのち板リ
エ具によるナデ

ほぼ全面にわたり
ハケ(5条/cm)

明黄褐色 甥黄褐色

径lDIl以 下の砂粒
を多量に含有 精

良

日部上半分にU字
犬の務核」

SM2C04SD12
D

広 口壷 日縁部～胴部 SD33 Ⅸ
ハケ(7条 /側 )の上

からナデ

ハケの上からナデ
か 浅黄橙色 浅貢橙色

蚤2硼以下の砂粒
を多量に含有

SM2C04SD12
Ⅸ

短頸壷 完形 SD33 Xl 14 6 27(
甍部近く板状工具に
えるナデ

ナデか 明赤褐色 明赤褐色
≧51 ol以下の砂礫
を多量に含有

笛体に摩滅激しヤ
SM2C04SD12
分

長胴三 胴部～底部 SD34 V ミガキ ハ ク 黄橙色 浅黄橙色
至5DI以 下の砂礫
を含有

全体に摩滅激しし

SM2B04SD9Ш
+SM2B04SD9
V

二重 回縁壷 ほぼ完形 SD34 Ⅷ 3 ミガキ 浅黄橙色 浅黄橙色
壬1硼以下の砂粒
を含有

SM2C04SD9Ⅷ

198 広 口壷 完形 SD34 皿 11 3 18 橙 色 橙 色
垂2DII以 下の砂粒

`含

有
SM2C04SD9Ⅷ

甕 日縁部～底部 SD34 6
ハケ(11条 /cm)ぉよ
びナデ

日縁部ハケ(15条

/cm)胴部ナデお
よび指頭押圧

淡褐色 掲 色
垂3硼以下の砂粒
を多量に含有

口縁部外面粘土継
目明瞭

SM2C04SD9

甕 完形 SD34 4
同部ハケ (10条 /

浦 、日縁部ナデ
ナデ 橙色 橙色

垂3Hul以 下の砂粒
を含有

Sヽ42C04SD9

壷 口縁音Б SD35 I
同部ハケ(12条 /
11)、 日縁部横ナデ

ナデ 明赤褐色 明赤褐色
壬lDul以下の砂粒

を含有

SM2C04SD8
0・ 32

重 胴部～底部 SD35 I 4 ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色
至3D l以 下の砂粒

を多量に含有

色線、直線等の3

重の線亥」

SM2C04SD8 判
+6+7+11+13
+16+29+34+
38

甕 日林象言[�月同吉[ SD35 I ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色
垂81ul以 下の砂粒

を含有

SM2C04SD8 1
9

甕 日縁部～胴部 SD35 Ⅲ ナデカ
口縁部ハケ(12条

/cal)、 月同部ナデ
浅黄橙色 浅貢橙色

垂3EI以 下の砂粒
を多量に含有

SM2C04SD8

二重 口縁重 日縁音[ SD36 明黄褐色 橙 色
壬ll ol以下の砂粒
と多量に含有

178と同一個体
SM2C04SDll
Ⅸ

二重 日縁壷 胴 部 SD86 ケヽ (10条 /clll) ハケ (8条/伽 ) 明黄褐色 橙 色

X■ llud以下の砂粒
と多量に含有

177と同一個体
SM2C04SDll
X

小型壷 ほぼ完形 SD36 2 137 ナデか ナデ 明黄褐色 浅責橙色
益2nll以 下の砂l~

を含有
Sヽ12C04SDll

沓形器台 日縁部～底部 SD43
指ナデおよび指オサ 指ナデおよび指オ

チエ にぶい橙色 にぶい橙色
蚤3硼以下の砂粒
を多量に含有

口縁部の両面が弧

伏に切り取られる
Sヽ12F05P② l

墾 ほぼ完形 SD44 5 ナデ ナデ にぶい黄橙色 明黄褐色
≧2HI以 下の砂粒

を合有
Sヽ12F05P①

直 口壷 口縁部～底部 SD46 Ⅳ ケヽ(16条 /cl l) 黄橙色 橙 色
垂2硼以下の砂粒

を含有
SM2FSD3Ⅳ

小型丸底壷 曰縁部～底部 SD46 9 にぶい橙色 にぶい黄橙色
垂loul以下の砂粒

と含有
SM2F05SD3V

重 胴部～底部 SD46 橙 色 褐 色
隆2Hl以 下の砂粒
を含有

二重日縁壷か SM2F05SD3V

二重 口縁壺 口縁部～胴部 SD46 9 ケヽ (11条 /cn)
'ヽケ(11条 /cll)お
にびナデ

橙色 にぶい橙色
≧2111以 下の砂粒
を含有

日縁部無文か
SM2F05SD3
Ⅱ・Ⅲ・V

重 胴部～底部 SD46 V 6 指ナデ 浅黄橙色 浅美橙色
垂2Eld以 下の砂粒

を多量に含有
Sヽ12FSD3V

甕 口縁音Б―月同音[ ピット 23 ナデ ナデ 掲色 暗褐色
垂lHl以 下の砂粒

を含有

口縁直下刺突入突
幣

SM2B04P14

養 日縁音[ ビット 21 タタキ(3条 /cm) ハケ (11条 /cm) 褐 色 暗褐色
垂21ttu以下の砂粒
と多量に含有

SIv12B04P73

217 小型霊 月同音[～底吉[ ピット 31 明褐色 淡褐色

径 lt l以 下の砂粒

および赤色粒子を

多量に含有

Sヽ五2304P17

止
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表8 出上土器観察表 (弥生時代)⑦
番 号 器 種 部1立

出上位直 怯 量 調 整 色調
胎 土 備 考 注記記号

遺橋 層位 口径 底径 器高 外面 内面 外 面 内 面

甕 底部 ピット 4 タタキ (3条/側 ) 褐 色 暗褐色
垂2Dul以 下の砂粒

`含

有
Sh/12B04P4

深鉢 ほぼ完形 ピット 11
即台都ハケ(14条 /
狐)、 胴部ミガキ

却台部ナデ、胴部
'ヽケ(14条 /cm)

橙 色 橙 色
至3剛以下の砂粒
r含有

SMA03P28

220 小型浅鉢 口縁部～底部 どット 121 2 5( ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
垂llul以 下の砂粒

と含有
SMA03P

直日壷 日縁部～底部 ピット 12 3 11 同部ミガキ
口縁都ミガキ、胴

郎ナデ
にぶい橙色 橙 色

垂2EI以 下の砂粒
を含有

Sヽ12B04P70

高杯 脚柱部 ビット ミガキ ナデ 暗褐色 淡褐色
≧lHul以 下の砂粒

`含

有

1方向に円形の透
つゝし孔確認

Sヽ12B04P22

壷 口縁部～胴部 ピット 板状工具によるナデ
悟ナデおよび指オ

チエ
浅黄橙色 浅黄橙色

糸2Dlal以下の砂粒

を含有
SM2B04Pl

表 9 出土石器・土製品観察表 (弥生時代 )

番 弓 種 別
出上位置

法量
調 整 色 調

胎土 備考 注記記号
潰構 層付 外 面 内而 外面 内 面

2 石庖丁 包含擢
最大幅 42、 最大厚 04、 重量

163g 両端快り SM2B04包 含層

不明土製品
ナデ、オサエ

条/cm)

一部ハケ (8
淡褐色

径2m以下の砂
粒を多量に含有

SM2B04SL4 22

不明土製品 ナデ 明黄褐色 明黄褐色 精 良
広 日重等を模

したものか
Sヽ12804SL3 11

柄杓形土製品 ナデか
ナデ、指オサ

浅黄橙色 浅黄橙色
径 21ul以下の砂

粒を含有
SM2B04SL7 27

石庖丁 SD10 最大長45、 最大幅425、 最大

厚 065、 重量214宣
Sヽ12B04SL2 38

不明土製品 SD7 径 3と、重量2375g 丁寧なナデ 暗褐色

径 llul以 下の自

色粒子含有 精

良

径 2山の穿孔
重量238g

SM2SD8-括

不明土製品 SD32 ナデおよび杵
オサエ 橙色

にぶい橙

色

径 lIEl以 下の砂

粒を含有

中空の柄部分
か

SM2C04SD6
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表10 出土石器・土製品観察表 (古代)

番 弓 種別
出上位置

法量
調 整 色調

胎 土 備考 注記記号
漬構 層付 外 雨 内 面 外 血 内 向

土錘 SD5 XⅣ 最大長4と、最大幅 19、 孔径
05、 重量859g

SMA03SD4X Ⅳ

土錘 SD5 最大長42、 最大幅 155、 子L径

055、 重量871g
Sヽ4A03SD4

不明土製品 SD10 Ⅵ ナ デ 明褐灰色 明褐灰色
径3m以下の砂
粒を含有

柄杓状の取つ

手部分か
SM2B04SD2� I

土錘 SD10 Ⅵ 最大長 56、 最大幅 21、 孔径
07、 重量 199g

SM2B04SD2M

不明土製品 SD10 X IX 口径 16、 底径 30、 器高3と 磨研
オリーブ黒

色
黒褐色 SM2B04SD2Xl

土錘 SE15 最大長 505、 最大幅 23、 孔径

065 SIv12C04SE7

砥石 SE15 最大長 545、 最大幅955、 最大

厚 210、 重量120g
転用か SM2F05SE6 3
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表11 出土土器・陶磁器観察表 (古代・中世・近世)

番 号 器 種 部位
出上位置 法量 調整 色調

胎 土 備 考 注記記号
遺樗 層位 日径 底径 器 高 外 面 内面 外 面 内面

土師器坪 口縁部～底罰 SD5 XX 5 4 橙色 橙 色
径laul以 下の砂粒
を含有

ヘラ切底 高台貼
付を意図か 9世和

SMA03SD4Ⅳ・
Ⅶ

土師器坪 完形 SD5 Ⅲ 5 4 浅貢橙色 浅黄橙色
径 1硼以下の砂粒
を多量に含有

ゆがみ大きい 9世

紀
SヽlA03SD4Ⅲ

土師器椀 口縁都～脚割 SD5 V 6 にぶい橙色 にぶい橙色
径 ld ol以下の砂粒

を含有

SMA03SD4Ⅳ・
V

土師器椀 国縁音[― 脚旨| SD5 XX 7 6 笹 色 橙色
垂lllu以 下の砂粒
と多量に含有

,世紀末
SMA03SD4X
X

土師器イ 底 部 SD5 6 淡橙色 浅黄橙色
径 lnla以 下の砂粒

を含有

ヘラ切底 見込み

に墨
SMA03SD4

双耳付水注 (黄釉

褐彩貼花人物文水

注)

頸部～胴部 SD5 メ0(I
施和頓占花褐和、全

体黄釉 )
顎部まで黄釉 資胎

中国長沙銅官窯寡
237と 同一個体か

8世紀後半～10世

紀初頭

SMA03SD4X
XI

土師器野 完 形 SD10 Ⅷ 11 4 3 ナ テ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
径2EII以 下の砂粒
を含有

ヘラ切底 円盤高

台の一種か 9世

紀

SM2B04SD2111

土師器不 完形 SD10 XI 5 1 ナデ ナデ 橙 色 lFL色
径 2ald以 下の砂粒

を含有

ヘラ切底 円盤高

台 9世紀後半
SM2B04SD2XI

土師器杯 曰縁部～底町 SD10 Ⅵ 8 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色
径lHI以下の砂粒
を含有

ヘラ切底 9世紀 Sヽ12B04SD2M

235 土師器椀 日縁部～底剖 SD10 Ⅳ 6 ナデ ナデ にぶい橙色 淡橙色
径1血以下の砂粒
を含有

SM2B04SD2Ⅳ

緑釉陶器椀 日縁吉F―月同音| SD10 Ⅲ 施釉 施釉 深緑色 深緑色
須恵質 畿内産洛

西型 9世紀後半

SM2B04SD2■
+SM2B04SD2
Ш

水注 (黄釉褐彩貼

花文水注)
底 都 SD10 Ⅱ

施釉 (黄釉 ―部、

貼花部の褐釉が

認められる)

無釉 奎胎

中国長沙銅官窯タ
231と 同一個体か

8世紀後半～10世
紀初頭

SMB04SD21
Ⅱ

須恵器長 rR壷 菊部 SD10 〉Эく! 灰 色 灰 色
卜12B04SD2X】
I

Ⅵ 灰 色 灰れ 3M2B04SD2Ⅵ
施釉陶器皿 SDH 11 肺紬 砲釉 淡黄色 淡黄色 氏旨トヨ∫分 露月台 3M2B04SDl

高台付郵 底 都 SDH 6 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
径 lull以 下の砂村

を含有

3M2B04SDl X
I

土師器杯 ほぼ完形 SD25 (WⅡ 12 黄橙色 黄橙色
径 lIIII以下の砂粒
を含有

糸切底
Sヽ42C04SD10〉

須東暴 底音E Π音灰侮 暗灰侮 Sヽ12C04SD10

白磁碗 口縁部～胴割 SD25 屯釉 施釉 灰 白色 灰 白色 日唇都のみ露胎
Sヽ42C04SD10
1・ Ⅱ

青磁碗 口縁音L SD25 14 危釉 随茉由 オリーブ灰色 オリーブ灰色 毛泉窯 端反 3M2C04SD10

黒色土器椀 ほぼ完形 SAl 15８４鵬
翻

にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
径 2Dlt以 下の砂粒

を含有
両黒 9世紀後半

Sヽ12B04SAl
2

土師器イ 口縁都～底判 ピット 15 5 暗黄褐色 暗黄褐色
径 lH d以下の砂粒

を含有

円盤高台 10世紀

前半
Sヽ12F05P③

黒色土器椀 ほぼ完形 SE15 的
蹄
腕

にぶい橙色 にぶい橙色
径 lHlo以下の砂粒
を含有

両黒 9世紀後半
Sヽ12F05SE6 2
2

土師器椀 口縁部～底剖 SE15 14 7 浅貢橙色 浅黄橙色
径lDu以 下の砂粒

を含有

葺台内面花弁状
〒】言

Sヽ12F05SE6 1
5

土師器杯 完形 SE15 13 6 5 ナデ ナデ 橙色 橙 色
径 lall以 下の砂 粒

歩合 若
ヘラ切底 Sヽ12C04SE7

須恵器長頚壷 口縁部～肩音 SE15 10 灰 自色 灰 自色
Sav/12C04SE7

須点器需 口綴部～肩音 SE16 灰 白色 灰 白色 Sヽ42C04SE5

施釉陶器椀 SE7 6(
曳存部位において

屯釉なし
見込み蛇の目釉
剥ぎ

見込み中央に褐燕 Sヽ42C04SE2

染付椀 SE8 れ支 危文 SM2C04SE4
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第Ⅳ章 自然科学分析
株式会社 古環境研究所    )

第 1節 火山灰分析
はじめに

宮崎県中南部に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、姶良、鬼界、阿蘇などのカ

ルデラ火山や、桜島や霧島などの成層火山に由来するテフラ (火 山砕屑物、いわゆる火山灰)が数

多く認められる。>フ ラの中には、噴出年代が明らかにされている指標冴フラがあり、これらとの

層位関係を遺跡で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代などを知ることができる

ようになつている。

そこでテフラ粒子が認められた桜町遺跡においても、採取された試料を対象としてテフラ検出分

析とテフラ組成分析を行い、指標テフラの検出同定を試みることになつた。分析対象は、A区東壁    ,
のⅣ層 (試料 1)、 C区南壁のⅡb層 (試料 2)、 S D25の 1層 (試料 3)の 3点である。
a.テ フラ検出分析

(1)分析方法

テフラ粒子の相対的な特徴を把握するために、テフラ検出分析を行つた。分析の手順は次のとお

りである。

1)試料 10gを秤量

2)超音波洗浄により泥分を除去                                  ,
3)80° Cで恒温乾燥

4)実体顕微鏡によリテフラ粒子の特徴や量を観察

(2)分析結果

テフラ検出分析結果を表 12に示す。試料 1に は、暗褐色や黒褐色のスコジア (最大径4.lmm)が多   十
く含まれている。ほかに白色軽石 (最大径2.Omm)が少量認められる。火山ガラスとしては、暗褐色

や黒褐色のスコリアの細粒物のほか、自色や無色透明の軽石型ガラス、無色透明や褐色のバブル型    !
ガラスなどが比較的多く含まれている。試料 2には、暗褐色や黒褐色のスコリア (最大径2.lmm)が

比較的多く含まれている。ほかに白色軽石 (最大径3.Omm)が 少量認められる。火山ガラスとしては、    十

暗褐色や黒褐色のスコリアの細粒物のほか、自色や無色透明の軽石型ガラス、無色透明や褐色のバ   I
ブル型ガラスなどが比較的多く含まれている。試料 3には、暗褐色や黒褐色のスコリア (最大径 2。    |
9mm)が少量含まれている。火山ガラスとしては、暗褐色や黒褐色のスコリアの細粒物のほか、無色

透明の軽石型ガラス、無色透明や褐色のバブル型ガラスなどが比較的多く含まれている。

b.テ フラ組成分析

(1)分析方法                                          |
テフラ検出分析処理済みの 3点の試料を対象に、火山ガラス比分析と重鉱物組成分析を合わせた

テフラ組成分析 (早田,1999)を行い、試料に含まれる火山ガラスの特徴や重鉱物組成などの特徴

を把握した。分析の手順は、次の通 りである。                           「

1)分析舗により1/41/8mmの 粒子を箭別。                             |
2)偏光顕微鏡下で250粒子を観察し、火山ガラスの色調形態別比率を求める (火 山ガラス比分析 )。    ,
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「
3)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察し、重鉱物組成を求める (重鉱物組成分析)。

(2)分析結果

テフラ組成分析の結果を、ダイヤグラムにして第 109図 に示す。また火山ガラス比分析と重鉱物組

成分析の結果の内訳を、表 2と 表 3に示す。試料 1に は、スコリアの細粒物 (3.2%)の ほか、無色

透明のバブル型ガラス (0.4%)、 淡褐色のバブル型ガラス (0,4%)が 含まれている。重鉱物 とし

ては、量が多い順に斜方輝石 (70.4%)、 単斜輝石 (16.8%)、 磁鉄鉱 (7.6%)、 カンラン石 (2.

8%)、 角閃石 (0.4%)が認められる。

試料 2には、スコリアの細粒物 (1.6%)の ほか、無色透明のバブル型ガラス (0.8%)、 淡褐色

や褐色のバブル型ガラス (各0.4%)が含まれている。重鉱物としては、量が多い順に斜方輝石 (6

8,8%)、 単斜輝石 (21.6%)、 磁鉄鉱 (6.4%)、 カンラン石 (2.8%)カミ認められる。

試料 3に は、スコリアの細粒物 (1.6%)の ほか、無色透明のバブル型ガラス (0。 8%)、 淡褐色

のバブル型ガラス (0.4%)、 繊維束状に発泡した軽石型ガラス (0.4%)が 含まれている。重鉱物

としては、量が多い順に斜方輝石 (70.0%)、 単斜輝石 (20.0%)、 磁鉄鉱 (5.2%)、 角閃石 (1.

2%)、 カンラン石 (0.8%)が認められる。

c.考察
A区東壁のⅣ層 (試料 1)、 C区南壁のⅡb層 (試料 2)、 S D25の I層 (試料 3)の 3試料に

含まれるテフラ粒子のうち、暗褐色や黒色を呈するスコリアやその細粒物については、10～ 13世紀

に霧島火山から噴出した霧島高原スコリア (Kr―ThS,井 ノ上,1988,早 田,1997)と 考えられる。

最近では、このスコリアの年代を1235年 とする説もある (奥野ほか,2000)。 ただし、霧島火山はK

r ThSの 噴火の前にもスコリア質テフラを噴出させていることから (井ノ上,1988,筒井・小林,1

992,早田,1997な ど)、 より高精度の同定のためには、これらのテフラについての層序や分布に関

する調査分析が必要となつている。

無色透明、淡褐色、褐色のバブル型ガラスについては、その特徴から約2.4～ 2.5万年前
*1に
姶良

カルデラから噴出した姶良Tn火 山灰 (AT,町田 。新井,1976,1992,松 本ほか,1987,村山ほか,1

993,池田ほか,1995)や 、約6,300年前
*1に
鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (辟A

h,町 田 。新井,1978)に 由来すると考えられる。

小結

桜町遺跡において採取された 3試料を対象に、テフラ検出分析 とテフラ組成分析を行つた。その

結果、いずれの試料からも、霧島高原スコリア (Kr ThS,10～ 13世紀)に 由来する可能性の高いテ

フラ粒子が検出された。

*1 放射性炭素 (ユC)年代.ATと K Ahの暦年較正年代に関しては,約 2.6～ 2.9万年前および約7,300年前 と

推定されている (町田 。新井,2003).
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No.1

No.2

No。3

ヒ

　

％

□
剛
趨
目
Ⅷ
塞
囲

バブル型 (透明)

バブル型 (淡褐色)

バブル型 (褐色)

中間型

軽石型 (スポンジ状)

軽石型 (繊維束状)

スコリア

□
囲
国
目
藝
饉
躙

カンラン石

斜方輝石

単斜方輝石

角閃石

黒雲母

磁鉄鉱

その他

第109図 テフラ組成ダイヤグラム
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表12 テフラ検出分析結果

試 料 軽石・スコリア 火 山ガ ラス

旦里 色調 最大径 量 形態 色 調

1

2

3

++十  日音褐,黒褐〉白
++  暗褐 ,黒褐〉白
+    暗褐,黒褐

4.1,2.1,2.0

2.0,2.1,3.0

2,9,2.2

++ sc,pm,bw 暗褐,黒褐 ,白 ,透明,褐
十+ sc,pm,bw 暗褐,黒褐 ,白 ,透明,褐
++ sc,pm,bW  暗褐,黒褐 ,透明,褐

++++: とくにを多ヤヽ, 十++:多い, ++:
最大径の単位は,mm.bw:バ ブル型 ,

中程度,十 :少ない

pm:軽石型,sc:
,一 :認められない

スコリア .

表13 火山ガラス比分析結果

試料 bw(cl)  bw(pb)  bw(br)  md   pm(sp)  pm(fb) その他 合計

240    250

242    250

242    250

８

　

４

　

４

０

　

０

　

０

０

　

０

　

０

1

2

2

1

2

3

数字は粒子数.bw:バブル型,md i中 間型 ,
br:褐色,sp:ス ポンジ状,fb:繊維束状 ,

pm:軽石型,cl i透 明,pb:淡褐色 ,

sc:ス コリア .

表14 重鉱物組成分析結果

試料  ol Opx    cpx    hO     bi その他  合計

5

4

7

数字は粒子数.ol:カ ンラン石,opx:斜方輝石,cpx:単斜輝石 ,
ho:角 閃石,bi:黒雲母,mt:磁鉄鉱 .

第 2節 放射性炭素年代測定

a。 試料 と方法

７

　

４

　

２

176

172

175

42

54

50

19

16

13

250

250

250

1

0

3

0

0

0

試料名 地点・層準 種類 前処理・調整 測定法

Nα l S D25,20層 堆積物 (暗灰色粘土)
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b。 測定結果

試料名 測定 NO.

(Beta― )

14c年
代

(勺三BP)

δ
13c

(°/oo)

補正
14c年
代

(有岳BP)

暦年代 (西暦)

(lσ :68%確率, 2σ :95%確率)

201798 1310」L40 -21.8 1360=上 40 交点 :cal AD 660

l σ : cal AD 650-680

2 σ i cal AD 630-710

(1)14C年 代測定値
試料の 14C/12C比 から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。 14cの 半減

期は、国際的慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

(2) δ 13c測 定値
試料の測定 14C/12C比 を補正するための炭素安定同位体比 (13C/12C)。 この値は標

準物質 (PDB)の 同位体比からの千分偏差 (%o)で表す。

(3)補正 14C年 代値
δ13C測 定値から試料の炭素の同位体分別を知 り、14C/12Cの 測定値に補正値を加えた上

で算出した年代。試料の δ13C値 を 25(%0)に 標準化することによつて得られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃 度の変動を較正することにより算出した年代 (西

暦 )。 calは calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の 14Cの

詳細な測定値、およびサンゴのU―Th年代 と14C年 代の比較により作成された較正曲線を使用した。

暦年代の交点とは、補正 14C年 代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1シ咎
マ
(68%

確率)と 2σ (95%確率)は、補正 14C年 代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示

す。

c.所見

加速器質量分析法 (AMS法)に よる放射性炭素年代測定の結果、 C ttSD 10の 20層 では1,360± 40

年BP(lσ の暦年代でAD650～ 680年 )の年代値が得られた。なお、堆積物による年代測定結果は、

その堆積物が生成された当時の年代を示しており、文化層としての年代観 とは必ずしも一致しない

場合がある。

【参考文献】

Stu� er et al.(1998),INTCAL98 RadiocarbOn Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 1999「放射性炭素法」『考古学のための年代測定学入門』古今書院 p.136.
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第 3節 植物珪酸体 (プラント・オパール)分析
はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあともガラス

質の微化石 (プラン ト・オパール)と なつて土壌中に半永久的に残つている。植物珪酸体分析は、
この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽   .
培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消

長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である (藤原・杉山,1984)。            l
a。 試料

分析試料は、A区東壁から採取された 7点、C区南壁から採取された 5点、 9～ 10世紀頃の井戸
とされるSD5か ら採取された 9点、中世の井戸とされる S D25か ら採取されたH点、および弥生
時代後期～古墳時代とされる周溝状遺構のSL2か ら採取された 3点の計35点 である。試料採取箇   |
所を分析結果の模式柱状図に示す。なお、層名は各地点において層相の変化ごとに付けられた番号

であり、地点間の対応関係を示すものではない。                          '
b.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を 用いて、次の手順で行つた。      .
1)試料を105℃ で24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに対 し直径約40μ mのガラスビーズを約0,02g添加 (電子分析天秤により0。 lmgの精度   

―

で秤量)3)電 気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W。 42KHz。 10分問)に よる分散                      |
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラー ト作成
7)検鏡・計数

同定は、400倍 の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象 とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほばプレパラー ト1枚分   I
の精査に相当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。                      ―

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個 あたりの植物体乾重、単位 :10~5g)を かけて、単位面積で層厚 l cmあ たりの植物体   |
生産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえるこ

とができる。イネの換算係数は2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ   
ー

節は0.48、 チマキザサ節 。チシマザサ節は0.75、 ミヤヨザサ節は0.30で ある (杉山,2000)。 タケ

亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。                |
c.分析結果
(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を表 15。 16お よび第110～ 114図 に示した。

〔イネ科〕

イネ、イネ (穎の表皮細胞由来)、 ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、シバ属、スス

―‐‐―‐　　‐　‐　　―土
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キ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属など)、 ウシクサ族B(大型)、 ジュズダマ

属

〔イネ科―タケ亜科〕

ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節

など)、 ミヤコザサ節型 (ササ属ミヤコザサ節など)、 マダケ属型 (マ ダケ属、ホウライチク属)、

未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シイ属)、 マンサク科 (イ スノキ属)、 その他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)A区東壁 (第■0図 )
Ⅶ層 (試料 7)か らⅥ層 (試料 5、 6)に かけては、ススキ属型が多く検出され、イネ、ヨシ属、

ウシクサ族 A、 ネザサ節型なども検出された。また、試料 6ではブナ科 (シイ属)な どの樹木も検

出された。イネの密度は700～ 1,500個 /gと 低い値であり、稲作跡の検証や探査を行 う場合の判断基

準としている3,000個 /gを下回つている。V層 (試料 3、 4)で は、イネが大幅に増加してお り、試

料 3では密度が14,900個 /gと かなり高い値となつている。Ⅳ層 (試料 2)か らⅢ層 (試料 1)にか

けても、おおむね同様の結果であり、イネの密度は9,100個 /gお よび13,300個 /gと かなり高い値であ

る①おもな分類群の推定生産量によると、おおむねススキ属型が優勢であり、V層 ～Ⅲ層ではイネ

も多くなつている。

2)C区 南壁 (第 111図 )
XI層 (試料 5)で は、イネ、ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族 A、 ネザサ節型、および海綿骨

針などが検出された。イネの密度は700個 /gと 低い値である。Ⅷ層 (試料 3、 4)で は、ススキ属型

が大幅に増加 しており、イネも増加 している。イネの密度は、試料 4では3,600個 /gと 比較的高い値

である。Ⅱb層 (試料 2)か ら I層 (試料 1)にかけては、イネが大幅に増加 しており、試料 1では

ムギ類 (穎の表皮細胞)も 検出された。イネの密度は、Ⅱb層 (試料 2)では4,500個 /gと 比較的高

い値であり、 I層 (試料 1)では12,700個 /gと かなり高い値である。おもな分類群の推定生産量に

よると、Ⅷ層～Ⅱb層ではススキ属型、 I層 ではイネが優勢となつている。

3)SD5(第 112図 )
埋土底部の硬化層 (試料13)では、イネが10,300個 /gと 多量に検出され、イネの籾殻 (穎の表皮

細胞)、 ヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族 A、 および樹木のマンサク科 (イ スノキ属)な ども検出

された。埋上下部の21層 (試料12)か ら埋土中位の10層 (試料 6)に かけても、おおむね同様の結

果であり、19層 (試料 10)、 13層 (試料 8)、 10層 (試料 6)ではイネの密度が10,000個 /g以上と

かなり高い値である。また、10層 (試料 6)ではススキ属型も多く検出された。埋土上位の 5層 (試

料 5)から 1層 (試料 1)にかけては、イネおよびイネの籾殻 (穎の表皮細胞)に 由来する植物珪

酸体が多量に検出された。イネの密度は、 2層 (試料 2)と 1層 (試料 1)では 3万個/g以上と極

めて高い値であり、5層 (試料 5)で も 1万個/g以上とかなり高い値である。また、イネの籾殻 (穎

の表皮細胞)の密度は、 5層 (試料 5)と 2層 (試料 2)では10万個/g以上、 1層 (試料 1)で も



5万個/g以上と極めて高い値である。さらに、 5層 (試料 5)ではムギ類 (穎の表皮細胞)も 4,50
0個 /gと 比較的多く検出された。おもな分類群の推定生産量によると、ほとんどの層準でイネが優勢

であり、とくに 2層 と1層ではイネが圧倒的に卓越 している。また、10層 ではススキ属型も多くな

つている。

4)S D25(第 H3図 )
埋土底部の27層 (試料13)か ら26層 (試料 11、 12)にかけては、部分的にヨシ属やネザサ節型な

どが少量検出され、26層 では海綿骨針が比較的多く検出された。25層 (試料10)か ら22層 (試料 9)

にかけては、ススキ属型やウシクサ族Aな どが出現してお り、25層 (試料10)で はムギ類 (穎の表

皮細胞)も 700個 /gと 少量検出された。20層 (試料 8)か ら4層 (試料 2)にかけては、ススキ属型
やウシクサ族Aが比較的多く検出され、イネ、ヨシ属、ネザサ節型なども検出された。イネの密度

は、4層 (試料 2)では4,500個 /gと 比較的高い値であり、その他の試料では700～ 2,900個 /gと 比較
的低い値である。 l層 (試料 1)では、イネやススキ属型が増加 してお り、ウシクサ族Aは減少し
ている。イネの密度は5,800個 /gと 高い値である。おもな分類群の推定生産量によると、20層 ～ 4層

ではおおむねヨシ属が優勢であり、部分的にイネやススキ属型も多くなつている。 1層ではイネお
よびススキ属型が優勢である。

5)SL2(第 114図 )
周溝状遺構の埋土 (試料 1～ 3)で は、ススキ属型が多く検出され、イネ、シバ属、ウシクサ族
A、 ネザサ節型なども検出された。イネの密度は700個 /gと 低い値である。おもな分類群の推定生産

量によると、ススキ属型が優勢となつている。

d.植物珪酸体分析から推定される植生と環境
(1)A区東壁 (第 HO図 )
Ⅶ層～Ⅵ層の堆積当時は、ススキ属を主体としてメダケ属 (ネザサ節)な ども生育する日当りの

良い草原的な環境であつたと考えられる。また、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも

見られ、調査地点もしくはその近辺では稲作が行われていたと推定される。

霧島高原スコリア (Kr ThS,10～ 13世紀)下位のV層 (遺物包含層)か らⅢ層にかけては、継続
的に稲作が行われていたと推定される。また、周辺にはススキ属を主体とした草原植生が分布 して

いたと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。

(2)C区南壁 (第 Hl図 )
霧島高原スコリア (10～ 13世紀)下位のⅧ層 (中世遺物包含層)か ら現表上の I層にかけては、
おおむね継続して稲作が行われていたと考えられ、 I層 ではムギ類の栽培も行われていたと推定さ

れる。また、周辺にはススキ属を主体とした草原植生が分布していたと考えられ、部分的にヨシ属

などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。

下位のXI層 (褐色砂質土)では、海綿動物に由来する海綿骨針 (宇津川ほか,1979)が比較的
多く検出されることから、当時は何らかの海水の影響を受けていた可能性が考えられる。

(3)SD5(第 112図 )
9～ 10世紀頃の井戸とされる遺構の埋土では、ほとんどの試料からイネが多量に検出され、とく

に埋土上部では密度が 3万個/g以上と極めて高い値である。また、イネの籾殻 (穎の表皮細胞)に

由来する植物珪酸体もほとんどの試料から検出され、埋土上部では密度が10万個/g以上 と極めて高
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い値である。さらに、一部の試料ではムギ類 (穎の表皮細胞)も認められた。

以上のことから、当時は周辺で稲作およびムギ類の栽培が行われており、何らかの形で大量の稲

藁や籾殻が遺構内に混入したと考えられる。なお、埋土上位の試料は灰白色の灰化物状であること

から、稲藁や籾殻の焼却灰が何らかの形で遺構内に入れられていた可能性も考えられる。

(4)S D25(第 H3図 )

中世の井戸とされる遺構の埋土底部の堆積当時は、何らかの原因でイネ科植物の生育にはあまり

適さない環境であったと推定される。同層準では海綿骨針が比較的多く検出されることから、何ら

かの海水の影響を受けていた可能性が考えられる。なお、珪藻分析 (第 V章)でも、同層準では汽

一海水生種が卓越しており、海水ないし塩水が滞水するような状況が推定されている。

放射性炭素年代測定で1,360± 40年 BPの年代値が得 られた埋土中位の20層 から霧島高原スコリア

(10～ 13世紀)混の 1層 にかけては、周辺で稲作が行われていたと考えられ、そこから何らかの形

で遺構内にイネの植物珪酸体が混入 したと推定される。また、埋上下部の25層 の時期にはムギ類の

栽培も行われていたと考えられる。当時の遺構周辺は、おおむねヨシ属などが生育する湿地的な環

境であつたと考えられ、周囲にはススキ属やチガヤ属が生育する草原的なところなども分布してい

たと推定される。

(5)SL2(第 H4図 )
弥生時代後期～古墳時代とされる周溝状遺構の埋上の堆積当時は、周辺で稲作が行われていたと

考えられ、そこから何らかの形で遺構内にイネの植物珪酸体が混入したと推定される。当時の遺構

周辺は、ススキ属やチガヤ属を主体として、シバ属やメダケ属 (ネザサ節)な ども生育する草原的

な環境であったと考えられる。

e。 まとめ

霧島高原スコリア (10～ 13世紀)下位の遺物包含層から現表土にかけては、おおむね継続して稲

作が行われていたと考えられ、弥生時代後期～古墳時代とされる周溝状遺構の埋上、 9～ 10世紀頃

および中世の井戸とされる遺構の埋上の堆積当時も、周辺で稲作が行われていたと推定される。ま

た、部分的にムギ類が栽培されていた可能性も認められた。 9～ 10世紀頃の井戸とされるSD5に
ついては、何らかの形で稲藁や籾殻 (も しくはその焼却灰)が大量に入れられていたと推定される。

当時の調査区周辺は、ススキ属を主体とした日当りの良い草原的な環境であつたと考えられ、部

分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。

【参考文献】

宇津川徹・糸円野衛・杉原重夫1979「テフラ中の動物珪酸体
″
Opal Sponge Spicules″ について」『ペドロジスト』

23(2)p.134-144.

杉山真二 1987「 タケ亜科植物の機動細胞珪酸体」『富士竹類植物園報告』31 p.7083.

杉山真二 1999「植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史」『第四紀研究』38(2)p.109123.

杉山真二 2000「植物珪酸体 (プラント・オパール)」 『考古学と植物学』同成社 p.189213.

藤原宏志 1976「プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―」

『考古学と自然科学』9 p.15-29.
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藤原宏志・杉山真二 1984「プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)― プラント・オパール分析による水田址の

探査―」『考古学と自然科学』17,p.7385。

第 4節 花粉分析
はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を姑象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象 とした局地的な植生の推定も試みられている。

花粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分

解されて残存していない場合もある。

a.試料

分析試料は、中世の井戸とされる S D25の 埋土から採取された 2点である。試料採取箇所を分析

結果の模式柱状図に示す。

b.方法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行つた。

1)0.5%り ん酸三ナ トリウム (12水)溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗処理の後、0.5mmの 舗で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ン化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によつて脱水し、アセ トジシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1のエル ドマ

ン氏液を加え 1分間湯煎)を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によつて300～ 1000倍 で行つた。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1

980)をア トラスとして、所有の現生標本との対比で行つた。結果は同定レベルによつて、科、亜科、

属、亜属、節および種の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示

した。イネ属については、中村 (1974,1977)を参考にして、現生標本の表面模様 。大きさ。孔・

表層断面の特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型 とした。

c.結果

(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 29、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉 16、 シダ植物胞子

2形態の計49で ある。分析結果を表 17に示し、花粉数が100個以上計数された試料については花粉

総数を基数 とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に

出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科一ヒ

ノキ科、ヤマモモ属、サワグルミ、ハンノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、シイ

属―マテバシイ属、ブナ属、コナラ属ヨナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エ

ノキ属―ムクノキ、シキミ属、サンショウ属、キハダ属、モチノキ属、カエデ属、ムクロジ属、
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シナノキ属、グミ属、 トネリコ属、イスノキ属
〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ホシクサ属、タデ属サナ

エタデ節、ナデシコ科、アブラナ科、ワレモコウ属、アリノトウグサ属―フサモ属、チ ドメグサ亜

科、セリ亜科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴

埋土底部付近の26層 (試料 12)で は、樹木花粉の占める割合が章本花粉より高い。樹木花粉では、

コナラ属アカガシ亜属、シイ属―マテバシイ属が優勢であり、コナラ属ヨナラ亜属、エノキ属―ム

クノキなどが伴われる。草本花粉では、イネ科がやや優勢であり、カヤツジグサ科、ヨモギ属など

が伴われる。

埋上下部の20層 (試料 8)では、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉では、イ

ネ属型を含むイネ科、カヤツリグサ科が優勢であり、ヨモギ属、オモダカ属などが伴われる。樹木

花粉では、コナラ属アカガシ亜属が優勢であり、シイ属―マテバシイ属、コナラ属ヨナラ亜属など

が伴われる。

d.考察

中世の井戸とされるS D25の 埋土底部の26層 の堆積当時は、おもにカシ類 (コ ナラ属アカガシ亜

種)、 シイ類 (シイ属―マ冴バシイ属)な どの照葉樹林が分布 していたと考えられ、その縁辺部な

どにイネ科、カヤツジグサ科、ヨモギ属などの車本類が生育していたと推定される。

埋上下部の20層 の堆積当時は、周辺で水田稲作が行われていたと考えられ、その周囲にはイネ科、

カヤツジグサ科、オモグカ属などが生育する湿地的なところが分布していたと推定される。また、

遺跡周辺にはカシ類やシイ類などの照葉樹林が分布していたと考えられる。

【参考文献】

金原正明 1993「花粉分析法による古環境復原」『新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法』角川書店

p.248-262

島倉巳二郎 1973「 日本植物の花粉形態」『大阪市立自然科学博物館収蔵日録』第 5集 60p.

中村純 1973『花粉分析』古今書院 p.82-110.

中村純 1980「 日本産花粉の標徴」『大阪自然史博物館収蔵目録』第13集 91p.

中村純 1974「イネ科花粉について、とくにイネ (OryZa sativa)を 中心として」『第四紀研究』13 p.187193.

中村純 1977「稲作とイネ花粉」『考古学と自然科学』第10号 p.2130.

⊥
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表17 花粉分析結果
分類群 C ttSD10

学名               和名               試料 8  試料12

Taxaccae‐ Ccphalotaxaxeae‐ Cupressaceac イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科

め riψ

Pr9Ю″ヮα力οP/9′カ

/4肋齋

働ヮ′習

CarpttErS―OStり JrIP"'∽

Cas″刀¢αε′9ηpra

C,s筋ヵ9Psた‐Pasap筋

Яq解 ,

0″"郎
SibBen L?題οうaFap齋

働¢μ7S SIbgca C/rbう α】″CPsと

υ7"ぷ亀 ザ肋И w//prF

Oh弘 》″伽崩¢av¢/ry

rlJ,c,″

"
Z伽肋aっ力″

P力¢′′οd印】声ο
“

″α

Иrθ′

SΨ加】″s

2iFrrI

βI19■ 7trs

Arboreal pollcn

Pο力″?お

ズb,餐

Ts″g,

P力2s subgen DIP′ οッどο″

Cttpわ
"?″
塑′?0カたα

SC'αめ ウ`レ
節θ
'IIα

ね

parttBIs

…?|メIT留
Arboreal・ Nonarboreal Pollell

Moraceac‐U�caccae

Nonarboreal po■ ea

卵 分Spprga17p

saglrrarrry

Oamacac

Oッβ抄 ¢

的 eraCeae

EFiOrrI″ J●7

P助甲 trp secL虎瀬∽滋

Cavophylaceae

crucrerae

Sω要なοわα

Fraわ/agls_■ ry/1cPz/FF″ "
Hyttcotylolde“

Apioldeae

Lacmcoldeae

Asteroldcae

Иrr9"た ,α

FeHI spore

Monolatc typC Spore

Trilate mc sDOrc

樹木花粉

マキ属

モミ属

ツガ属

マツ属複維管束亜属

スギ

コウヤマキ

ヤマモモ属

サフグルミ

ハンノキ属

ハシノミミ属

クマシデ属―アサダ

クソ

シイ属―マテバンイ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

ヨナラ属アカガシ亜属

ニレ属―ケヤキ

エノキ属―ムクノキ

シキミ属

サンショタ属

キハダ属

モチノキ属

カエデ属

ムクロジ属

シナノキ属

グミ属

トネリコ属

1

2

7

1

1

1

1

1

1

1

7

1

45

1

12

120

1

3

2

8

81

18

197

5

15

1

2

イスノキ属

樹木・卓本花粉

クフ科―イラクサ科

…監翻仰9ヨ4.…………………………二■■.………Ⅲ
草本花粉

ガマ属―ミクリ属

オモダカ属

イネ科

イネ属型

カヤツングサ科

ホシクサ属

タデ属サナエタデ節

ナデシヨ科

アブラナ科

フレモコウ属

アリノトタグサ属―フサモ属

チドメグナ亜科

セリ亜科

タンポポ正科

キク亜科

l

l

148

24

213

2

1

1

2

2

1

10

2

10

3

43ヨモギ属

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条滞胞子

6

3

Arboreal polen

Arboreal・ No■arborcal polcn

Norlarboreal poucn

樹木花粉

樹木・車本花粉

草本花粉

208

3

464

367

6

106

r?叫 ,9!箪 .………………………………………蕉塗総4………………
Pollen ttquendcs of icma 試料lcn3中の花粉密度

675       479

9.9 84

×104   x103

U罰磁ェowa pollen 未同定花粉

Digtton―ens           明らかな消化残造

Fem spore             シダ植物胞子               9    88
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第 5節 珪藻分析
はじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿つた

土壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性など

の環境要因に応 じて、それぞれ特定の生息場所を持つている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積

環境を反映しており、水域を主とする古環境復原の指標として利用されている。

a.試料

分析試料は、中世の井戸とされる S D25の 埋土から採取された 2点である。試料採取箇所を分析

結果の模式柱状図に示す。

b.方法

以下の手順で珪藻を抽出し、プレパラー トを作成した。

1)試料から l cm3を秤量

2)10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら1晩放置

3)上澄みを捨て、細粒のコロイ ドと薬品を水洗 (5～ 6回 )

4)残澄をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥
5)マ ウントメディアによつて封入し、プレパラー ト作成

6)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によつて600～ 1500倍行つた。計数は珪藻被殻が100個 体以上になるまで行い、

少ない試料についてはプレパラー ト全面について精査を行つた。

c.結果

(1)分類群

分析の結果、中―真塩性種 (汽一海水生種)10分類群、貧―中塩性種 (淡―汽水生種)2分類群、

貧塩性種 (淡水生種)62分類群が検出された。分析結果を表 18に示し、珪藻総数を基数 とする百

分率を算定したダイアグラムを第 116図 に示す。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。以下に

ダイアグラムで表記した主要な分類群を記す。

〔貧塩性種〕

И「XP力θ肥  じてフク肋勉、 9陶う房肋 α/mpttοモンs、 の
“

う房′α g肥じガた、 cノ用b9′肋 ηαッたガヵ r翻ブs、 Cノ麗うメ′α

s,′9s,αじα、 ど
"η
θと,α  じ

'7じ

ク陶うθr9α′た、 FrttdチクJ「α μ力θ開うοブ,9s v dαχO刀デCα、 GOttP力ο刀9“α grα c,′ 9、  Gο

型p力οηθttα Pαpガタ開、 7Vaッた
"肋
 cο刀∫チαtts、 7V9ッたク肋 弛 肋9刀れS、 丙rαッたク肋 p呼,ガα、 7V9ッたク肋 spp、

Naッデεク′α ッデrデ′
"′

, v. rο∫サ9′′αナα、 N,tzscカテα フα′θα、 P,刀ηク′α/ブα g,bbα、 Pデ刀刀ク′αrブα 陶ブcrο sとαttrO麗、 Pデ

刀η
"肋
rガα ッガr,θ″s

〔貧―中塩性種〕

R力υ α′θブ,α gデbbじ r"′α

〔中一真塩性種〕

■ノα′θ沈∫ε
"s spp、

ハrデ″臣肪α じθccοtt3わr"た、九「
'チ

zscttα  grα刀ク肋勉

(2)珪藻群集の特徴

埋土底部の26層 (試料 12)では、中―真塩性種 (汽一海水生種)が卓越しており、沿岸に生育す

る真塩性種 (海水生種)の FF/α′οがなじが spp.が優占し、海水泥質干潟環境指標種群の肺嫁 cttα じοじ
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表18 輩藻分析結果 鞠   為 評 矯
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じ0跨97/97れた、肺″∫じカブα g胞乃
"′

θ勉などが伴われる。

埋上下部の20層 (試料 8)で は、貧塩性種 (淡水生種)が卓越しており、流水性種のF�「αッたク肋 ッデ
TP7励′α v rο∫β 肋 、 Nα滋 ガθ θをブη9狗dた、 Gθ/vP力ο刀じ陶α pα rソガタ

“

、 止 水 性 種 の ル クsとクカα 力 θ

“

うθガ

9∫ V∫傷 θ猾たα、 6糊 う9′肋 grαc,′た、 Cο ttp力
"9“
α g肥じブ′9、 流 水 不 定 性 種 の Cソ胞 b9′肋 刀αッたガヵ r糊ブ

∫、●糊う9肋 dブ′9∫ブαじα、どクηοナブα ε施ク胞bO′9α′ブ∫など多様な分類群が出現する。
d.珪藻分析から推定される堆積環境

中世の井戸とされる S D25の埋土底部の26層 では、汽―海水生種の珪藻が卓越していることから、

当時は海水ないし塩水が滞水するような状況であつたと考えられ、何らかの海の影響を受けていた

可能性が考えられる。

埋上下部 (20層 )では、淡水生種が卓越してお り、流水性種、止水性種、沼沢湿地付着生種群な

ど多様な分類群が認められることから、遺構周辺の水田域の環境が反映されていると考えられる。

〔参考文献】

安藤一男 1990「淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『東北地理』42 p.7388.

小杉正人 1988「珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用」『第四紀研究』27 p.120,

Asai,K&,Watanabe,T(1995)StatiStiC Classirlcation of Epilithic Diatom Specics into Three Ecological Groups relaiting to

Organic Water Pollution(2)saprOphilous and saproxenous taxa Diatom,10,p35-47

Hustedt,F(1937■ 938)Systematische und ologishc Untersuchungen uber die DiatomeenFIora von Java,Bali und Sumatra

nach dem Mateial der Deutschen Liknnologischen Sunda― Expedition Attch IIydrobiOl,Suppl 15,p131-506

Lowe,RL(1974)En� ronmental Requiremelats and pollusion tOlerance of freshぃ water diatoms 333pり National En� ronmen

―tal Reserch Center

Patrick,R eimer,CW(1966)The diatOm Of the United States,vol l MonOgraphs of Natural Scicnces of Philadelphia,

No 13, The Academy of Natural Siences of Philadelphia, 644p

Patrick,R eimer,CW(1975)The diatOm of the United States,v01 2 MOnographs of NaturaI Sciences of Philadelpha)

No 13, The Academy of Natural Sienccs Of Philadelphia, 213p

第 6節 蛍光 X線分析
はじめに

物質にX線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー (蛍光 X線)が放出
され、この蛍光 X線を分光して波長 と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類 と量を調
べることができる。

a.試料

分析試料は、 9～ 10世紀頃の井戸とされるSD5の 遺構底部の硬化面およびその直下層の 2点で
ある。

b.分析方法
エネルギー分散型蛍光 X線分析システム (日 本電子蜘製 ,」SX3201)を用いて、元素の同定および

ファンダメンタルパラメータ法 (FP法 )に よる定量分析を行つた。FP法 は装置定数や物理的な基礎
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パラメータをもとに理論的に蛍光 X線強度を算出する方法であり、精密な定量分析が可能である。

以下に分析の手順を示す。

1)試料を絶乾 (105℃・24時間)

2)試料を粉砕後、塩化ビニール製 リング枠に入れ、圧力 15t/。 でプレスして錠剤試料を作成

3)測定時間600秒、照射径 20Hlm、 電圧 30kV、 試料室内真空の条件で測定

X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーダント、ベリリウム (Be)窓、X線検出器はSi(Li)半

導体検出器である。

c.分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%)を 表 19お よび第 117図 に示す。

d.考察

分析の結果、遺構底部の硬化面では、珪酸 (Si02)の含量が46.5%、 鉄 (Fe203)が 29.3%、 アル

ミニウム (A1203)が 14.1%、 カルシウム (CaO)が 3.4%な どであり、珪酸が主成分となつている。

また、通常の上壌と比較して鉄 (Fe203)の含量が高いのが特徴的であり、マンガン (MnO)は0.4%

と低い値である。鉄 (Fe203)の含量は、硬化面の直下層では25。 3%で あり、硬化面の方が明らかに

高い値となつている。

以上の結果から、 9～ 10世紀頃の井戸とされるSD5の 遺構底部の硬化面は、地下水の影響など

何らかの原因で鉄分が集積 して形成されたものと考えられる。

【参考文献】

小野寺 浩・安東和人 1995『エネルギー分散型蛍光X線分析装置」SX3200の紹介』日本電子(株)25p

表 19 蛍光 X線分析結果
単位 :wt(%)

原子No. 化学式

SD5底部
硬化面  硬化面下
1,069     1.342
1,035     0.585
14.116    12.293
46.531    49.622
1.423     1.327
0.082     0.120
1.352     1.596
3.382     5,865
1.149     1.169
0。160    0.074
0.368     0.698
29.334    25.310

1l     Na20
12   MgO
13   A1203
14   Si02
15   P205
16   S03
19   K20
20    CaO
22   Ti02
23   V205
25   MnO
26   Fe203
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第Ⅳ章 総括

最後に、前章までに列挙した事実の二、三に若干の考察を加えて、まとめに換えたい。

第 1節 弥生時代の周溝状遺構に関して

今回の調査によつて検出された周溝状遺構群から得 られた知見は二つ、ひとつは各周溝状遺

構が比較的長期に渡 り存続 していたこと、もうひとつは周溝状遺構が単体で使用 されるだけで

なく、「群」として使用される、いわば並存の状態にあつたことである。

a.遺構の存続期間

検出された 13基の周溝状遺構においては、同一遺構内出上の遺物に時期差が存在する。多

くは、土器型式にして 3な いし4段階にわたる差異であり、これは 1基、 2基の周溝状遺構に

おいてのみ見られることではない。13基の周溝状遺構中、9基の周溝状遺構において遺物の時

期差が存在 してお り、そうである以上、遺物の示すとお り、比較的長期にわたり、各周溝状遺

構の使用が行われたことを想定する必要がある。

ここで問題 となるのは 「いつからいつまでか」とい う始点と終点の確定である。終点に関し

ては、庄内式並行段階に比定されるものを最新の遺物 とする周溝状遺構が多く、「群」としての

使用はこの時期を最後 とすることはほば間違いない。 しかし始点に関しては、多少、煩雑な問

題を含む。

SL6(以 下、SLは周溝状遺構を表す )、 SL7で は弥生時代中期前半まで遡る密の口縁部

が、各 1点ずつ出上している。 しかし、これにより周溝状遺構の使用が中期前半に開始 された

と即断するのは危険である。これ らは細片であり、同一個体と思しき資料は、各遺構より得 ら

れていない。また SL6、 SL7は もとより、他の周溝状遺構においても、これに前後する時

期の遺物はまつたく出土しておらず、出土遺物に時間的な連続性がないのである。

また、これら資料をとりまく状況のみならず、 SL6、 SL7よ り出土した中期前半の遺物

そのものについても、信用度が高い資料 とは言えない。 SL7よ り出上した資料は、遺構内埋

土最上層からの出土であり、「流れ込み」によると判断される可能性は高い。一方の SL6出 土

の資料は、40 cmの堆積である遺構内埋土中、底面より 12 cIIlの 高さで検出されたものであるが、

これについても流れ込みによる可能性は否定できない。先述のとお り、同一遺構内出土遺物に

時期差が存在するとい う事実より、各周溝状遺構が長期にわたり存続 していたことが想定され

るのであるが、このことは同時に、遺構の時期判定材料 としての遺物の信用度を下げることに

もつながる。遺構が長期にわたり使用されていたのであれば、それだけ、本来その遺構に伴 う

ものではない遺物が混入する危険性が増すからであり、それは遺物の出上位置が埋土上位であ

ろうが、遺構底面であろうが予想 されることである。

資料が細片であり、遺構内に同一個体の存在 しないこと、遺物に時間的な連続性がないこと

など、状況証拠も不足する以上、この中期前半に比定される 2点については、除外 して考えざ

るをえない。これらを外せば、周溝状遺構より出土する資料中、最古のものの多くは後期前葉

ないし中葉に比定されるものであり、その後の時間的な連続性もある。始点は後期前半にある
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とすれば、蓋然性は高い。ただし、宮崎県地域における弥生土器の編年研究においては、昨今、

中期に位置づけられる資料の見直 しが進められつつあり、今後の進展如何によつては今回除外

した資料の再評価が必要となることも考えられる。

b.遺構の並存
桜町遺跡の周溝状遺構は、それ単体で成立しているものは少ない。SL8、 SL4、 SL6、

S L10、 S Lllは辺の一部、ないしすべてを他の周溝状遺構 と重複 させてお り、また SL4、

SL5、 SL9は 、他の周溝状遺構の存在を前提 として構築されていることが、平面形から読
み取れる。特に、 SL5に 至っては他の周溝状遺構の周溝部を利用することで内郭部を成立さ
せている。また埋土堆積を観察すると、 SL4と SL5、 SL4と SL6、 SL6と S L10、
SL9と S L10、 S L10と S Lllが、それぞれ埋上の一部を共有 させてお り、一定期間、並

存の状態にあつたことが知れる。 S L10と S Lllにおいては、遺構間において土器の接合関

係が見られ (第 28図 )、 遺構並存の期間のあつたことは確実である。

c.周溝状遺構の性格

周溝状遺構は北陸地方から南九州まで、広く分布 してお り、その用途については、周溝墓、

祭祀施設、住居等、様々な説があり、未だ定まつていない。

桜町遺跡において検出された周溝状遺構のあり方を見ると、いずれの周清状遺構においても、内

郭部に土噴やそれに準じる施設は検出されず、周溝墓である可能性はきわめて低いものと考えられ

る。

住居として使用された可能性も低い。内郭部に、明確に伴う柱穴の検出されなかったことや、各

遺構の使用期間が比較的長期にわたること、また併存しながらも連結・重複するという、群として

存在していることなどから住居とは考えにくい。

残る可能性は祭祀施設 としての機能である。器台や浅鉢、柄杓形土製品、小形土器などの日

常生活に用いられたものではない器種や精製品の多いこと、桜町遺跡の位置する宮崎平野南部

では主体的ではない調整技法であるタタキが、出土した密の多くに用いられていたことなど、

出土遺物の構成を見ても、周溝状遺構が日常的ではない、特殊な空間として認知 され、使用 さ

れていたことが窺がえる。

各可能性からの消去法的検討および出土遺物の構成から、少なくとも桜町遺跡の周溝状遺構

群は、祭祀施設 として機能 していたと考える。なお他遺跡、他地域の周溝状遺構では、桜町遺

跡の周溝状遺構 とは立地や構成が異なる場合も多く、地域によつて周溝状遺構の性格が異なる

可能性も考慮する必要があろう。

第 2節 弥生時代の上坑群に関して

今回の調査において 47基 の上坑が検出されているが、うち 31基 は弥生時代に属するもので

ある。 うち S D15(以 下、 SDは 土坑を表わす )、 S D16、 S D17の 3基は弥生時代中期前半
まで遡るものであるが、残る土坑の大半は弥生時代後期前葉から庄内式並行段階の範疇に収ま

るものであり、周溝状遺構群の存続期間と一致している。
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出土した土器の器種構成を見ると、タタキを施 した甕 (SD7、 S D12、 S D18、 S D20、

S D28)や 、高イ、器台、脚付の鉢、浅鉢など (SDl、 SD7、 S D13、 S D21、 S D22、

S D24、 S D28、 S D30)が 目につく。これらは堅果類等を貯蔵するに適 した器でもなく、ま

た器台や浅鉢、脚付の鉢などは、日常生活に用いられた仮器 とも考えにくい。 くわえて、食物

保存のための貯蔵穴であれば、日常生活の場に隣接 して構築されるのが普遍的であるが、今回

の調査範囲においては、住居址等の日常生活にともなう痕跡が、まつたく検出されていない。

したがつて、これら土坑群の機能については、食物保存のための貯蔵穴ではなく、器物格納の

ための貯蔵穴、もしくは土器廃棄のための土坑かと思われる。もつとも、S D38、 S D34、 S

D36、 S D46の 4基の上坑については、出土土器の主体が壷であり、これらについては食物保

存のための貯蔵穴として機能していた可能性も否定はできない。

多くの土坑より出土したタタキ甕、高杯、器台、脚付の鉢、浅鉢などの器種構成は、周溝状

遺構 と共通するものである。はなはだ短絡的ではあるが、これ ら土坑群は周溝状遺構で行 う祭

祀に用いられる土器類を収納 しておくため、ないし周溝状遺構における祭祀に使用 された土器

類を廃棄するために使用されていたと考えたい。

第 3節 弥生時代桜町遺跡の位置づけ

今回の調査によつて検出された弥生時代の遺構は、いくつかのピットを除けば、周溝状遺構

群と土坑群の 2種だけであり、住居址等の生活痕跡は皆無であつた。このことから、桜町遺跡

は通常の集落遺跡 とは異なる、やや特異な性格を持つた場であつたと考えられる。

立地的な面から見てみると、第 I章に述べたとお り、桜町遺跡の位置する一帯は、内陸側の

丘陵地帯 と海側の砂丘列とに挟まれた堤間低地であり、桜町遺跡はこの低地中に存在する東西

110m、 南北 210mの南北に長い微高地上にある。現在、桜町遺跡の北方には水田地帯が広が

るが、南方には多くの住宅が立ち並び、近年、開発の進む地域のひとつである。

昭和 20年代の地図を見ると、桜町遺跡の微高地周辺は、一面の低地水田地帯である。おそ

らくは弥生時代当時の状況もほば同じようなものであつたと思われる。周溝状遺構の埋土中よ

リイネのプラン ト・オパールが検出されていることからも (第Ⅳ章 第 3節 )、 遺跡周辺が水

田地帯であつた可能性は高い。つまり弥生時代の桜町遺跡一桔は、生業 (水 田耕作)空間とし

てあつたのであり、桜町遺跡は、その生業空間中における祭祀の場として機能していたと考え

られる。祭祀の中心をなしたと考えられる周溝状遺構については、その構造や鎖状に連なるあ

り方から、方形周溝墓 との共通性が見えるものの、遺跡周辺の環境から考えて、祭祀の内容は

「死」にまつわるものではなく、五穀豊穣の祈 りなど、生業に関するものであつたと思われる。

蛇足ではあるが、桜町遺跡が生業空間中の祭祀の場 として考えられるならば、遺跡を形成 し

た人々の生活空間はどこにあつたのであろうか。現時点において確定はできないが、最も可能

性が高いのは、桜町遺跡の東 lkmの距離において横たわる第 1砂丘 (下 田島 I面上)である。

この砂丘上には、弥生時代から古墳時代の遺跡 (包蔵地)が多数所在 してお り、当然、これら

の遺跡を形成した人々の生業空間は、砂丘列の東西に存在する堤間低地中にあつたと考えられ
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る。 したがつて、この砂丘列上の遺跡のひとつ (な いし複数)が桜町遺跡を形成 した人々の生

活空間であつた可能性は高い。

第 4節 古代の井戸祭祀に関して

今回の調査においては、古代の井戸が 3基確認 され、 うち SD5(以 下、 SDは 土坑を表わ

す )、 S D10で は、遺構埋上の上層から下層まで、大量の上師器が入れられていた。 さらに、

S D 10に おいては管状の植物質が埋土に挿入 されてお り、井戸廃棄時に、井神祭祀の行われた

ことは明白である。プラン ト・オパール分析では SD5の 上層よ り底面まで大量のイネお
よび籾殻、さらにはイネ、籾殻、稲藁のプラン ト・オパールを含んだ灰層まで検出されてお

り (第Ⅳ章 第 3節 )、 井神祭祀のひとつのあり方 として興味深い。なおこの灰層中のイネにつ

いては、籾殻、稲藁を伴 うことから、稲穂の状態で被熱 したものと考えられる。

井戸からの出土遺物中、特記すべきは、SD5、 S D10の 両方より出土した中国長沙窯の黄

釉褐彩貼花人物文水注の破片である (第 83図 231、 第 85図 237)。 SD5の 底面よりは貼花
部分を含んだ肩部が、S D 10の 上層よりは褐釉の垂れかかつた胴部の一部を含む底部片が出土

した。長沙窯の黄釉を施 した水注には、貼花を持たずとも褐彩の施 された製品も存在するため

断定はできないものの、同一個体である可能性は極めて高いと言えよう。

S D 10に おける貼花文水注片の出土は埋土中上層であり、井戸廃棄時の埋め戻 し行為に伴 う

井神祭祀の一環 として混入 されたものと考えられる。一方の SD5に おいては、この貼花を含
む肩部分が、井戸のまさに底面から出上している。また同一層はもとより、他の層においても、

この水注の他の部位が出上していないことは、この貼花部分が井戸の底面に意図的に置かれた

ことを示す。以下は想像に過ぎないが、この水注は井神 (水神)の、いわば依 り代 としての意

味を附され、用いられていたものではないだろうか。 S D10の 使用停止時、井神の依 り代であ

つた、この水注の一部を埋土中に入れると同時に、新たな丼戸 SD5の 使用を開始するにあた
り、この水注の一部をその底に置くことで、井神の、 S D10か らSD5へ の「遷座」を意図し
たのではないだろうか。新たな丼戸の底に置かれた破片が、人物ないし神仙をかたどつた貼花

部分であることも、意図的なものに感 じられる。

第 5節 古代桜町遺跡の位置づけ
a.古代桜町遺跡の地理

古代の桜町遺跡は宮崎郡に属する。 9世紀を中心とする遺跡の年代よりも時代は下るが、12

世紀末から 13世紀の初頭にかけて成立したと考えられる『宇佐神領大鏡』には、永承年間 (1046

～53年 )に 、国司海為隆により宮崎郡内郡家院の宮崎庄が宇佐宮に寄進 されたとの記事、及び

宮崎庄中にいくつかの別府が設けられ、同時に宇佐宮に寄進されたとの記事がある。この時、

宮崎庄より分出した うちの一つに竹崎とい う別府があり、現在の宮崎市花ヶ島町、大島町、吉

村町に比定されている (竹 内編  1986)。 これに沿えば、花ヶ島町に所在する桜町遺跡一帯が、

この竹崎別府に含まれた可能性は極めて高く、同時に宮崎庄に、果ては郡司の直轄領である郡
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家院に含まれていたと言 うことができる。これはあくまで 11世紀代における状況であり、こ

れに遡る史料がないため確実ではないものの、古代桜町遺跡の形成された 9世紀から 10世紀

前半においてもまた、郡司直轄領内に位置 していた可能性はきわめて高い。なお古代の宮崎郡

衛については、宮崎市内で古代瓦の見つかつている数箇所や、円面硯の表採 されている宮崎市

北ヶ迫遺跡 (稲 岡編 2000)な どが候補 として挙げられるが、確定的な比定地は現在までのと

ころ見つかつていない。

道について見てみると、現段階においては、宮崎市域を通る古代官道については、候補がい

くつかあり、定まつていない。ただし9世紀前半に官社になつたとされる江田神社 (宮崎市阿

波岐ヶ原町)や、古代瓦の出土している宮崎市猿野遺跡 (官道沿いにあつたとされる広田駅の

比定候補地であると同時に、宮崎郡術の候補地でもある)、 同じく古代瓦が採集 された同石神遺

跡 (石川 1968)を沿線に持つ、現在、山崎街道 と呼ばれる第 2砂丘上 (下 田島Ⅱ面上)の道

が最有力候補であり、この山崎街道へは、桜町遺跡から、間に第 1砂丘を挟んで、直線で東に

1 8kmの 距離になる。また古代官道を推定する上で有力な指標 となる近世街道については、第

1砂丘上を通る豊後街道が桜町遺跡から東へ 1,Oklll、 鉄肥街道 (佐土原往還)で ある旧国道 10

号線が西へ 0.6kmの位置において、それぞれ南北に走つている。つまり桜町遺跡は古代官道候

補のいずれにおいても、その沿線 と言えるほどには近接 していないものの、その利用にあたつ

ては利便性のある立地と言える。

b。 古代桜町遺跡の遺構 と遺物

古代桜町遺跡周辺の情景は、弥生時代におけるそれ と大差ないものであつた≧思われる。井

戸 SD5の 埋土や、調査区壁におけるプラン ト・オパール分析においてはイネが検出されてお

り、古代、遺跡周辺で水田耕作の行われていたことは確実である。つまりは古代桜町遺跡もま

た、低地水田地帯中に浮かぶ小さな島のようなものであつたと思われる。

桜町遺跡で検出された古代に属するものには、井戸と掘立柱建物、堅穴住居および 9世紀か

ら 10世紀前半に比定される遺物がある。

遺構の配置 としては、調査区の南端に 2× 5間 の掘立柱建物 SB5(以 下、 SBは掘立柱建

物を表す)が あり、SB5の 北に 18mほ どの間隔を置いて、棟方向を同じくする 2× 5間 以上
の掘立柱建物 SB4が 存在する。この SB4に は西に隣接 して棟方向を直交させる 2× 3間の

SB3が 付随する。 SB3の 2m西側には一辺 3mの小型の竪穴住居 (竪穴建物か)SAlが

存在する。これ ら以外に掘立柱建物が 6棟存在するが、棟方向も合致せず、グループ化できる

ものか否かは判然 としない。 SB4を はじめとする一群の西側、斜面および斜面下には井戸 S

D10と SD■ があり、さらに北側 30mほ どの位置にも同じく井戸 SD5が ある。また SB4

をはじめとする一群の西側 20mほ どには、幅狭の溝が 3条 (S E14～ 16)、 南北に流れる。

遺物のほとんどは井戸からの出上で、多くは土師器不、椀である。その中において、長沙窯

水注片の存在はひときわ目をひく、特異なものである。唐代長沙窯の製品は、東南アジアを始

め、中東やアフリカ大陸にまで、広く世界的に流通 している。ただし日本における出土は現在

までに二十数例であり、輸入陶磁 としては稀少なものと言える。分布は京都市と福岡県に偏重
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することが指摘 されてお り (三上 1993)、 宮崎県内での出土は今回が初の事例 となる。

c。 古代桜町遺跡の位置づけ

さて、瓦や礎石建物を持たないながらも、長沙窯奏 とい う稀少な輸入陶磁や、畿内産緑釉陶器

などを持つ古代桜町遺跡には、どのような性格、位置付けを考えうるであろうか。

先に述べたとお り、古代桜町遺跡が郡司直轄領の中に位置 したのであれば、郡司以外の有力

豪族 (長沙窯盗を手に入れ うるほどの権勢を持つた麦族)の居館 とい う線は薄い。また宮崎庄

が成立した 11世紀以降であれば、荘所 とい う可能性も考えられようが、郡司直轄領 としてあ

つたであろう9世紀代においては、当然、検討の余地はない。掘立柱建物の配置や、礎石、瓦

の欠如することなどから、寺社 とい う可能性も低い。また駅家 とい う可能性については、推定

される古代官道に遠すぎること、瓦の欠如することなどから、やはり可能性は低いだろう。

残る可能性は郡術関連遺跡 としての位置づけである。郡司とい う存在を介 して考えれば、長

沙窯盗や緑釉陶器の存在は理解 しやすい。 日本における長沙窯の製品は、平安京跡や、大陸へ

の窓口であつた福岡県地域での出上が多く、今回出上した資料についても、桜町遺跡を形成 し

た人々、ないし古代 日向国が、中国との直接交渉によつて手に入れたものと考えるよりは、西

海道の基点であつた大学府などから、二次的に搬入 されたものと理解する方が自然であろう。

当時の九州、西海道諸国における郡司の実質的任命権は大学府が有 してお り、そのために国司

の仲介なしに、大字府 と郡司が直接交渉を持つこ乙も少なくなかつたようである (宮崎県 19

98)。 この大字府 と郡司との関係の上で、「郡衛関連施設」であつた桜町遺跡へ、長沙窯奏が二

次的に搬入 されたと解釈することは不可能ではない。また桜町遺跡においては瓦の検出が皆無

であつたことについても、郡庁は瓦を持たない場合があり、矛盾はない。

以上を総合すると、正倉を持つた郡衡別院ないし郡の正倉別院とい う可能性が一番高いよう

に思われる。建物の配置 として明確な主殿、脇殿の別が見出し難 く、また脇殿 (長屋)や柵列、

溝等によつて構成される方形の区画や囲続施設がないため、郡衛そのものとは考え難い。また

郡印はもとより、瓦や木簡、硯等の出上が皆無であることも、積極的に郡街そのものと評価 し

得ない要因である。ただし郡司直轄領内に位置 し、大宰府から搬入されたであろう長沙窯奎を

持つとい う2つの事柄は、郡司の存在を想定 しなければ解釈のしようがない。また総柱の建物

が検出されていないため、遺構からは正倉の存在を立証できないものの、井戸中より大量の稲

穂が燃 された灰層が検出されている。古代、租の収納は稲穂ないし稲籾の状態でなされること

が一般的であったため、稲穂の存在は遺跡内において貯蔵のなされていたことの証左 と言え、

なかんずく貯蔵施設たる正倉の存在が連想 される。なお郡衡跡においては、正倉への放火およ

びそれに起因する炭化米の出土する例が多々あり、郡衡遺構検出のひ とつの指標 ともなつてい

る (山中編 2004)。 桜町遺跡において検出された井戸中の稲穂の灰層は、井神祭祀のために生

成されたものであるとは思 うが、あるいは官衡遺跡に見つかる炭化米に類 したものである可能

性も、完全には否定しうるものではない。

水田地帯中の微高地で、推定される古代官道 と、そ う遠 くない位置にあることも、租の収散

を担 う郡衛関係施設 と考えるに適 している。調査区西端において検出された数条の幅狭の溝以

‐　‐　‐‐土
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外、郡衛関係施設につきものの、柵列や脇殿によつて構成される明確な周囲からの隔絶施設を

伴わないことが不自然ではあるが、水田地帯中に浮かぶ小島のような微高地 とい う立地そのも

のが、すでに周囲から隔絶 された環境にあると言え、環境条件をもつて、これに換えたと解釈

したい。

以上、本質的には何一つ明確な根拠のない想定ではあるが、古代桜町遺跡は宮崎郡の郡衡別

院ないし正倉別院であつた可能性を考えたい。今回の調査はあくまで遺跡の南半部のみでのこ

とであり、将来、北半部分の調査が行われるようなことがあれば、この空想を裏付けるものの

検出されることを期待したい。
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図版31 SD21(21号 土抗)遺物出上状況
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図版36 SD34(34号 土抗)半裁状況

ｒ
　
・一
ぶ

-183-



多

十
　

　

　

，Ｉ
″
一′

ヤ
～年
■

‐ケイ
フ
  予'|

,′イ■ri
上
▼
〓
″
′

_ . イ:‐‐
fi,!'III｀

・一 _/1

|,/1

す子1亨|イ
i

ラ
'ι

―11.:熱.,||ア|,ャ

t′ /
:IⅢュ
ア I

図版37 SD43(43号 土抗)遺物出土状況
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図版38 SD46(46号 土抗)遺物出土状況
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図版40 SE7(7号溝状遺構)完堀状況
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図版41 SL¶ (1号周溝状遺構)出土土器 (第 8図 3)
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図版42 SLl(1号 周溝状遺構)出上土器 (第 8図 4)

図版43 SL2(2号 周溝状遺構)出土土器 (第 10図 6) 図版44 SL2(2号 周溝状遺構)出土土器 (第 10図 7)

図版45 SL2(2号 周溝状遺構)出土土器 (第 10図 8) 図版46 SL2(2号 周溝状遺構)出上土器 (第 10図 9)

図版47 SL2(2号 周溝状遺構)出土土器 (第 10図 10) 図版48 SL2(2号 周溝状遺構)出土土器 (第 10図 ¶¶)
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図版49 SL3(3号 周清状遺構)出土上器 (第 12図 13) 図版50 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 12図 14)
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図版51 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 12図 20)

図版53 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 23) 図版54 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 25)

図版55 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 26) 図版56 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 27※内面)
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図版57 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 28) 図版58 SL3(3号 周溝状遺構)出土土器 (第 13図 29)

図版59 SL3(3号 周清状遺構)出土土器 (第 13図 30) 図版60 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 31)
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図版61 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 34) SL4(4号周溝状遺構)出土土器 (第 15図 35)

図版63 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 36) 図版64 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 38)
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図版65 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 39)
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図版66 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 41)

図版67 SL4(4号 周清状遺構)出土土器 (第 15図43) 図版68 SL4(4号 周溝状遺構)出土土器 (第 15図 44)

図版69 SL4(4号 周溝状遺構)出土上製品 (第 16図45)図 版70 SL5(5号 周溝状遺構)出土上器 (第 18図 47)

図版71 SL5(5号 周溝状遺構)出土土器 (第 18図 49) 図版72 SL6(6号 周溝状遺構)出土土器 (第 20図 54)
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図版73 SL6(6号 周溝状遺構)出土土器 (第 20図 55) 図版74 SL6(6号 周溝状遺構)出土土器 (第 20図 56)
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図版75 SL6(6号 周溝状遺構)出土土製品(第 20図57)図 版76 SL7(7号 周溝状遺構)出土土器 (第 21図 60)
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図版77 SL8(8号 周清状遺構)出土上器 (第 23図 61) 図版78 SL8(8号 周溝状遺構)出土土器 (第 23図 63)

図版79 SL8(8号 周溝状遺構)出土土器 (第 23図 64) 図版80 SL8(8号 周清状遺構)出土土器 (第 23図 65)
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図版81 SL9(9号 周溝状遺構)出土土器 (第 25図 69) 図版82 SL9(9号周溝状遺構)出土土器 (第 25図 70)
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図版83 SL9(9号 周溝状遺構)出上土器 (第 25図 71) 図版84 SL9(9号周溝状遺構)出土土器 (第 25図 72)

図版85 SL9(9号 周溝状遺構)出土土器 (第 25図 73) 図版86 SL9(9号周溝状遺構)出土土器 (第 25図 74)

図版87 SL10(10号 周清状遺構)出土土器 (第 27図 75) 図版88 SL呵 0(10号周溝状遺構)出土土器 (第 27図 79)
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SL10(10号周清状遺構)出土土器 (第 27図 80) 図版90 SL10(10号 周溝状遺構)出上石製品 (第 27図 81)

イ

図版91 SLll(11号 周溝状遺構)出土土器(第 29図85※底面) 図版92 SLll(11号 周溝状遺構)出土土器 (第 29図
88)

図版93 SL12(12号 周溝状遺構)出土上器 (第 31図 90) 図版94 SL12(12号 周溝状遺構)出土上器 (第 31図 91)

図版95 SL12(12号 周溝状遺構)出土上器 (第 31図 92) 図版96 SL12(12号 周清状遺構)出土土器 (第 31図 93)
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